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ThisisthefourtllOftheserialarticlestitledHSocio-EconomicBasisofSocial

CommunicationinSouthernThailand日. Tbemainaim ofthisarticleisto

presenttheauthor'sobservationoftheeconomicactivitiesinaruralcommunity

intheSouthandalsoofindividualhouseholdsinit.

InChap.Ⅰ,occupationalclassi丘Cationofthevillagersistentatively made,

althoughsourcesofincomearenotverymuchdiversi点ed.Theyarestillhighly

dependentonrubber,betelandcoconutforcasll,WhiletⅠleyCultivatericeonly

fordomesticconsumption.Attentionsarepaidtothenon-traditionalcategories

ofincomesourcesaswell.

InChap.ⅠⅠ,theauthorscrutinizesthevillagers'marketingactivitieswhich

aremostlyconductedontlleoccasionsofaweekly Htalaatnat".A Htalaat

nat"orperiodicalmarketsystem iswidelyinstitutionalizedinruralsectorsof

Thailand,but,intheSouth,itispredominantlyimportantaschannelofaows

ofgoodsandmoneyasactivitiesofmiddlemenarenothighlydeveloped.

Inthelastchapter,itemsofhouse1101dexpenditureareexamined with

specialattentionspaidtoreligiousexpenditureincluding"zakat"andalsotothe

villagers'habitofhoarding.

Theincidentalaim ofthisarticleistotrytoverify theage-Old mythof

"RichSouth".Afterall,however,theauthorhasfailedtocorroboratethe

assertionasabsolutelycorrect.
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矢野 :南メイ農村の経済生活

は じ め に

本編の目的は,南 タイ農村部のタイ ･イスラム村落における経済生活の実態を描くことにあ

る｡

一般に,農村経済を問題にする場合には,農村における家計の構成を分析する,いわば狭義

の経済生活の実態分析の局面 と,経済に基因する社会全体の構造化 ･階層化の傾向を分析する

局面 とをあわせて考えてみる必要があろう｡ しかし,本稿では,主 として前者の局面を扱うだ

けに留め,南 タイ農村の社会構造の問題は,階層化 と権威関係のテーマで別の機会に論ずる予

定である｡

ここで,南 タイ農村の経済生活を語る手順であるが, まず,農村の生活を支えるゴム中心の

農業生産およジその他の収入源の構成をつまびらかにし,次いで,個々の農村の経済が地域的

流通機構 とどのように結びついているかを考えてみな くてはならない｡その点,南 タイの流通

経済で大 きな機能を果たしている ｢定期市｣現象に着 目してみるのは有効であろうと考える｡

そして,最後に個々の農家が強いられLている家計支出の内容を詳細に検討しておかねばならな

いC南 タイには,筆者の調査地のように,ムス リム村落が多 く,ザカ- トのような特異な家計

支出の二重目があるvjで注意を要するO

南 タイについては,かねてか ら地域経済の ｢豊かさ｣を論ずるのがふつ うになっているが,

その場合, ｢豊かさ｣がどのように安定 した社会的 ･経済的な諸条件に基づいて成立している

かは, さほど問われてこなかったように思えてならないoそこで本稿のもう一つの趣旨は,南

タイについて ｢豊かさ｣を語ることの妥当性の有無を改めて問 うてみることでもある｡

本稿執筆のためのデータは,筆者が1964年か ら66年にかけてタイ ･イスラム村落の社会構造

について全般的な実態調査を行なった,ソソクラー県の ドーン ･キ レク部落 (戸数 296)で収

集したものである｡1)

本稿では多 くV?統計を駆使するが, これは, ド-ン ･キ レクの第 1宋落 (全15戸), 第 4衆

落 (全84戸), 第 5宋落 (全 104戸)の全世帯計 203世帯2)について行なった 数次におよぶ聞

き取 り調査で得 られたものである｡別に断わ らぬ限 り,サンプル数は203である｡

1)本稿は,本誌に発表中のドーン･キレク調査に関する報告論文シリ-ズの一環をなすものである,と同

時に,｢南タイの土地所有｣(本誌4巻5号所載),｢南タイ農村民の村外居住体験について｣(本誌8巻
2号所載),および近く執筆する予定の ｢南タイ農村における階層分化と権威関係｣と並んで,南タイ

農村部の社会経済を扱う一連の論文の一環をなすものである｡
2)第1究落も第4ヲ亮落ももとは第5兼落から派生したものであるが,第4東落は,偶然にも定期市に近い

方角に派生したことによって,その連の方角に分立した第1繁落とは別の性格を帯びるに至っている
(図 3参照)Oいずれにせよ,この3栄落でもってドーン･キレク全体の多様な特性を代表させることは

けっして不当ではない｡
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Ⅰ ドーン ･キレクの職業構成

ドーン ･キレク部落は,自給 自足 目的で稲作を行ない,現金収入源としてゴム,畑作等に依

存する伝統的な農村である｡ 従って職業分化は未発達であり,農業以外の職業にはタイの農村

一般と同じく変化に乏しい｡その点,社会構成はいたって等質的である｡

しかし,ここではいちおう,農業経営とその他の職種 とに大別して, ドーソ ･キレク村民の

生計の基盤を探ってみたいと思う｡農業経営を論ずるにあたっては,土地経済の生産性の諸局

~面,すなわち土地利用をめぐる諸条件,労働力の問題,農業技術の態様などにもできるだけ目

配 りしておきたいと思う｡

1.農 業 経 営

村の農業経済は, 自給自足目的の稲作 (kaan-tham naa) と現金収入 目的の Suan地経済

(kaan-than suan)とにわけて考えねばならない｡

(1) 稲 作

ドーン ･キレク村民は,自給 自足目的で年に1サイクルの米作を行なう｡村には米を作らな

い家計を3世帯数える｡イマムと小型バス運転手それと水田を保有しないある寡婦の世帯の3

軒である｡ イマムはザカー トに依存し,残る2軒は定期市で米を購入する｡

表1は, ドーン ･キレクの各世帯の水田保有規模を調べたものである｡ 1戸平均保有規模は

表 1 水田保有規模

. r-. ナ ′ : - :二 二 :/-- :,.i-:

0-1.9 L 23 ; 14.5

4-5.9 55

8-9.9 ! 20

10以上 15

133.5

258.5

274.5

173.0

202.0

計 1 203 1056.0

5.2ライである｡ 保有面積と実際に作付を行な

う経営面積との差は皆無と考えてよい｡

米の収量をはかる単位は リアン (rian)であ

る｡ 1リアンは1束の稲穂を意味するだけで,

収量をほかる単位 としてほ不合理であり,南タ

イ官庁は, 1リアンを 1kgと換算する習慣で

ある｡ 村民の通念によると,成人は1年に200

リアン, 子供は その半分を 消費すると考えら

れ, 従って 核家族 5人世帯の場合は, およそ

700-800リアンの収穫が確保されねばならないことになる｡表 2ほ,1965年度における米の収

穫を調べたデータである｡不詳分を除いて平均値を求めると, 1世帯約 900リアンとなる｡収

量が極端に少ない世帯あるいは収穫をあげえなかった例すらみるが,それらはもっぱら前年度

米 の未消費残余分を消費し,一部のものは定期市で米を購入している｡

この地方には濯潜がほとんどないため,稲作は全面的に天水に依存しなくてはならない｡表

3のように,,雨季は10月～12月の3カ月に集中的に訪れるため,これにあわせて米作サイクル

は定まっている｡
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水田作 りは 9月 か ら10月に かけて行なわれ 表2 米収穫高統計 (1965年度)(単位 ‥リアソ)

る｢水田はすべて平地にある｡ 1ライの土地は 収 穫 高 世辞数 収 穫 高 集 計

およそ4区画におけられ,それぞれの区画は畔

で囲まれ ビン (bing) とよばれる｡ 水田作 りは

-'卜にひかせた幣 (khanthai)で雑草の生えた空

地を掘 り起 こし,水を入れ雑草を殺す｡ そして

水を出す｡ 2回 目の耕起は田植直前に行ない,

節で掘 り起 こした あと水を入れて杷 (khraat)

でかきならす｡ この 2回の耕起は早苗の成長 と

見合わせてひと月以上かけて行なわれる｡水田

作 りは男性が行なう｡

早苗作 りは,田植前40-60日の計算で始めら

れる｡稲の品種は多彩であ り,村で用いられて

いるものをすべて数えると 18種糞百を数えるC3)

各世帯 とも,常食用の梗米品種 と祭礼用の精米

品種 とを組み合わせて,少なくとも2種類は植

えわけるのが常である｡4) 粗種は前年度の収穫

の一部を そのために 別途貯蔵 したものを 用い

る｡種類を変えるときは,親類か らもらうのが

ふつ うである｡

親任は一晩水につける｡その量は田植面積 1

ライにつき40リッ トルの見当でなされる｡一晩

100 0

200 1

300 /

400 2

500 14

600 11

700 20

800 22

900 16

1,000 64

1,100 4

1,200 7

1,300 2

1,400 0

1,500 12

1,600 3

1,700 0

1,800 1

1,900 0

2,000 1

なし(米作せずを含む) 5

不 詳 11

0

200

2,100

800

7,000

6,600

14,000

19,600

14,400

64,000

4,400

8,400

2,600

0

18,000

4,800

0

1,800

0

2,000

0

計 203 (172,700)

注) 木表は,世帯主の申告に基づいて作成し

たものであるが,収穫高の正確な実測は

なされず,大雑把な概算で済ませる農民

の習性のため,端数は表中にあらわれて
こない｡

つけたあと,水をきりゴザ類にのせ,上にゴザ

をかぶせて 2日置 くと発芽する｡ その間,苗代の耕起を 3回行ない,兜で雑草類を除去し,粗

種を撒き,そこでもう1回勲.を入れる｡ 7日もすれば芽が出尽 くす｡40日間放置すると田植で

3)梗米 :khaaw khuunuun,khaaw huanaa,khaawh〇〇m,khaawluLIkdeengyalaa,khaaw ch〇〇

campaa,khaaw saalii,khaaw naangman,khaalVnaangk〇〇ng,khaaw naangklaai,khaaw

kraa,khaaw chっ〇lamciak･khaaW luukdam baw･khaaw ruupluak,khaaw luukdeengbaw,
khaaw phumdoo･精米 :khaaw niaW dam,khaaW niaw deeng,khaaw niaw khaaw･ これらは

いずれも現地での俗称である｡

4)203世帯がそれぞれ何種煩の米を植えわけるかを調べたところ,以Tのような結果を得た｡

品種数 1 2 3 4 5 詣紘 ずを冬讃 計

件 数 4 87 84 13 2 13 203

この結果によると,2-3種掛を植えわけるのがふつうであることがわかる01品種しか植えない4世
帯はおおむね梗米を植え,精米は親類から必要に応じてまっけてもらっている0
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表3 ドーン･キL/クの農業サイクル

鷲降 雨 日 数(日) 降 雨(mmi,i 農 業 サ イ ク ル ノー一〔稲作〕 〔ゴム〕 〔菜 園〕 i

123 13.65.65.6 138.040.441.5I 上発雷 と準 ツ 断 食 月森 高 iメッカ巡礼出発

4 7.6 58.5 浮 雲 嘉 書芸 訂 .完 芸

5 14.3 135.0 植欄 蓋

6 ll.2 96.6 付 iii

7 13.0 131.0 iiム ロ ー ド祭

8 13.9 104.6 収穫揮 芸

9 15.6 132.0 収穫

10ll12 22.522.520.1 279.2461.8429.6 備 プ昆 昌_____…,ー__ー__一一一____｣ ____

計

注) 降雨量および降雨日数はソ-/クラー気象観測所測定による ‥Climatologicalsummariesfor
theperiod195ト1960"から借用した数値である｡

きるまでに成長する｡

田植は11月に行なわれる｡ 早苗抜き (th〇〇nklaa)は女性の仕事である｡ 苗を抜 き直径 10

cm ぐらいの束 (kam)にゆわえて,苗の先端をナイフで切る｡ 早苗抜きは粗を撒いてから60

日以内に行なわないといけない｡早苗を水田に運ぶのは男の仕事であるO

田の畔に直径 30cm の穴を掘 り, そこに牛糞等肥料を液状にして貯め, 田植に際して,早

苗の束を1束ずつ浸きねばならない｡田植は女性の仕事であり,労働量は, 1人 1日に半ライ

がふつうである｡親類の者にたのみ相互扶助の制度で人手を得る｡

田植後,週に少なくとも2回は水田に行き,水の調節と鼠害や害虫の予防に時間をかけねば

ならない｡除草は行なわない｡鼠には毒薬を用い,虫害は水をいったん全部出してしまうこと

でこれを防止する｡ 鳥よげにはかかしを考案する｡

田植のあと稲刈 りまで3カ月 (時として4カ月) である｡ 刈入れは, 毎年 2月に行なわれ

る｡ 特殊な用具 (kE)を用い穂先だけをつみとり,200本 ぐらいを1東にたばねて リアンを作

る (刈るのは女性の仕事でリアソ作 りは男性の仕事である)｡ そして, 即 日家に運んで帰る｡

各家とも屋内の片隅に稲束置き場があり,必要に応じて脱穀にまわす｡稲刈 りの日は,精霊祈
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蒔師に依頼して吉日を選び, 当 日 ｢稲束ねの儀礼 (phithiiphuukkhaaw)｣を専門家にして

もらわねばならない｡

刈入れの終わった田には牛を入れ,稲茎を食べさせ放牧に利用する｡脱穀は,かつては,そ

の都度臼でついた り, 手製の脱穀器 (khroksii)でひいたりしていたが, 現在ではたいてい

精米所を利用する｡

村の稲作の安定 ･不安定は,いうまでもなく雨季の降雨量と不可分の関係にある｡ しかし,

昔 日と比較すると,品種が多様化し,外部からより良質の品種がはいってきたことで,安定度

は増してきている｡

(2) Suan地経済

村民は,畑作,林業等水田耕作以外の土地利用を `̀tham suan日 と総称する｡sLlall地経済

紘,ゴム,畑作,果樹 (各種邦子を含む)の≡様に大別されうる｡

イ)ゴ ム

ドーン ･キレクにおける ゴム栽培の歴史は 南タイ一般と同じくおよそ過去 50年のことであ

る｡ その間,ゴムは,村民にとってもっともうまみのある現金収入源となって今 日に至ってい

る｡

現在, 203世帯の64.5%にあたる131世帯がゴムで収入を得ている｡しかし,ゴム樹林を有

していなが ら若い木のためタッピングできずに収入源となっていないものまで加えると,76.4

%にあたる155戸がゴムを有している｡

ドーン ･キレクにおけるゴム経済の特徴はそ

の零細性である｡

各世帯によるゴムの樹所有本数を数えた結果

が表 4であるOゴムのタ.yビングは,成人男子

の仕事であって,しかも家族以外の労働力に頼

る習慣はない｡そのため, 1世帯で所有し,か

つ タップできる本数には限度がある｡ふつう,

1人の成人男子が深夜午前 1- 2時から4時間

かけてタッ プできる本数は平均 200本である｡

ゴム経済の生産性が低いもう一つの原困は,

村民の有するゴムの品種が旧態依然たる野生種

だけであって,改良種が皆無に等しいところに

求められる｡ 改良種を有する世帯はわずか4戸

に限られ,残るすべてが,旧世代から継承され

た野生種を使用し,かつ新規栽培にも用いよう

表4 ゴムの樹所有統計

所 有 本 数 件 数 !幼木保有件数

5-50

100

110-190

200

210-290

300

400

500

510-990

1,000以上

2
4

0

7

1

Ln

5

7

0

0

2
2

り
】

2

1

)

)

)

)
)

)

)
)

一
1

1

1

S
1
1

2

2
2

(

(

(

(
(

(

(
(

本 数 不 詳 23

1

注 1)幼木とは,まだタップするに至らない
樹をさしていう｡

2) 本表は,世帯主の申告に基づいて作成
したものであるが,10本単位で本数を
数える農民の習性のため,端数は表中

にあらわれてこない｡
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写真 1 田植に備える水田作 りは10月に行なわれ
る｡

写真 3 田植は11月に行なわれる｡女性の仕事で

ある｡

写真5 村はずれに点在するドーン･キレク村民
所有のゴム林｡

448
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写真 2 早苗抜きは女性の仕事である

写真 4 稲刈 りは女性の仕事であ り,穂先だけを
特殊な用具でつみとる｡稲穂を束ねるの
は男の仕事である｡

写真6 ゴムの幼木｡古い品種がいつまでも用い
られている｡ゴムの幼木のあいだに,野

菜が植えられている｡
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写真 7 きんま畑｡きんま葉をもいで,東にして 写真8 一つの野菜畑に各種作物が委ねて植えら
市場で売るのは古い世代の女性の仕事で れている情景｡

ある｡

としている｡村民は, ゴムの品質を,｢1kgのラテックス (namyaang)を得 るためにタップ

しなければな らない本数｣ を規準にして判断する｡ い うまでもな く,その数値が少ないほ ど良

質であるが, ドーン ･キ レク平均は 146本である｡5)

ゴムの将来性は必ずしも明るくほないにもかかわ らず,村民のゴムにかける期待は依然大 き

いっ6) 遠隔地に無断耕作で土地が獲得 され ると,たいていゴムが植えられるo表 4のかっこに

入った数字,すなわち幼木所有は大部分が新規に獲得 された土地に植えられたケースである｡

ゴムの種子は,毎年 とれるが,それを庭の空地に芽の出る部分を上にして 1年間放 置する,

約 1mに成長 したときに, 目的の Suan地に 30cm 四方,深 さ 15cm の四角な穴を 1ワー

の間隔に掘 り,そ こに移植するO初年 目には牛糞を 2-3カ月 ごとに苗の周囲に施すo地質の

良い所で移植後 7年,悪い所 で10-12年 目か らタッピングが可能になる(

タッピングは 1年を通 じて行 なうことはできない｡雨を避けねばな らないし, また4月, 5

月の乾 暑季直後にはラテックスはほとんど出ない｡

ゴム生産に必要 な用具 としてほ, タッピングナイフ (miittatyaang), 木に差 し込みゴム

液の流路をつ くる金具 (thっ〇),ゴム液を固めるのにつか う四角い容器 (takong)などが基本的

なものだが, これ らはいずれも安価 なものである｡ しかし, ラテックスを板状に監延するため

の器機 (二bisen)は,1,000バ-ツするため,各戸が求めうるわけではなく,後に述べ るように

使用料を払って他家のを使用することが多い｡7)

5)改良種では,30へ･50本がふつうである｡ ドーン･キレクにはこの種の良質のゴムは,ポノ留学先から持
ち帰られることが時折あり,従って本文中に述べたように,4戸がすでに所有するに至っている｡しか
し, ドーン･キレクでは,1kgあたり100本のケースがもっとも多い｡1kgあたり200本という劣悪
な野生種を使用している世帯が11戸もある｡
6)203世帯の戸主全員に, もっともたいせつな植物をたずねてみた結果は以下の通りである｡ ゴム170,
郁子47,きんま葉7,野菜 (phak)3,オレンジ2,ランブータン1｡
7)村民は,ゴムを長方形に圧延し,これを丸 2日日乾しにする｡煤しゴムにはしない｡
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ゴムの相場は, かつて1950年代には13-25バ-ツ/キロの高値を記録したが, 調査時ではキ

ロ当り7バ-ツ/キロ (-ジャイ市場で売ると7.50バーツ)で安定していた｡

ロ)畑 作

村民の通念では,畑作は,きんま葉栽培 (kaan-thamsuanphluu)と野菜一般の栽培 (ka-

an-thansuanphak)とに区別して考えられているoLかし,ここでは両者を併せて考えてい

こう｡

村の畑作の歴史はいうまでもなく長い｡しかも,単に自給 自足目的ではなく商品として野菜

類を栽培する歴史も比較的長い｡現在では,ほとんどすべての家計が,現金収入目的で畑作を

行なうに至っている,203世帯のうちで畑作を行なわないのは,わずか10世帯であり,しかも

この10世帯には一時的に畑作を行なっていないものも含まれる｡

畑作に利用さカもる土地は,稲作閑期中の稲田であることもありうるOこの点を畑作を行なう

193世帯について確認してみると, 畑作専用地を有するもの153世帯 (79.3%,このうち稲田

をも併せて利用するもの13世帯), 畑作専用地
表 5 畑作作付両横規模
二_____ 二二二_二二_ __二二 二__二_ 二 を有せず稲田のみを利用するもの40世帯という

両 横 (ライ) L 世 帯 数 結果をみた｡畑作地面横規模は表 5の通 りで,

妬以下 1 5 1戸当 り平均 1.3ライとなるO
Ii
1

l%

2
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6

詳

ず

…

せ

計

作

不

畑

;

8

4

1

0
0

1

3

4

1

1

1

6

4

6

1

3

1

畑作専用地の必要の有無は,植える作物の種

類にもよる｡きんまのようにいったん植えたら

4年間,隔月,菜をつむことができるものはそ

れ固有の専用地を必要とする｡また,きゅうり

等瓜類は米作サイクルの終期に植付けを行なう

のがふつうで,稲田を使えない以上は専用地が

必要 となる｡

現在,村で植えられている畑作作物には,き

んま菓 (phluu4把1バ-ツ),きゅうり(teeng

〝ー｢~~~~､~ kwaalOO個 5バーツ),すいか (teengmoo1

玉1-2バーツ),とうもろこし (khaawphootlo奉/2バーツ),長英豆 (thuafakyaaw),

落花生 (thualisonglかご5バーツ),なす (makhnalO個 1バ-ツ),甘藷 (mantheet1

かご15バ-ツ),カッサバ(mansampalang),さとうきび (〇〇il0本2.5バ-ツ),たばこ(yaa

suuplkg50バ-ツ)などがあるO

表 3の農業サイクル表が示すように,畑作は,もっぱら3月から9月にかけての稲作閑期を

利用して行なわれる｡ 1世帯で植えることができる品種日数はせいぜい3種額でしかない0第

5衆落の104世帯全部 (内3軒は調査不能)について,1年間に植える種類数を調べてみると
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1種類47戸, 2種類33戸, 3種板12戸,畑作を行なわない 9戸 という結果を得た｡ 1甘 頃しか

植えないケースが過半数を占めることが これでわかる｡ この 1種類 しか畑作作物を憶えない47

世帯が何を植えたかを調べてみると,きゅうり29件,きんま14件, とうもろこし1件,すいか

1件, さとうきび 1件,長英豆 1件 となった.

かつて,村の畑作の中心は圧倒的にきんま菓栽培であったが,べ テル ナ ッ トの風習が タイ全

土で衰退 してい くにつれて,畑作の比重は野菜栽培のほうに傾いていっている｡表 6は,先の

104世帯の戸主に, 今後植えたいと思 う畑作作物を訊ねた結果である｡きんまへの関心が薄れ

ていることが これでよくわかる｡

表 6 畑作作物の市場価値についての農民の評価 (104名面接)

A) ｢もっともよく売れる作物は何か｣ B) ｢将来植えたいと考える作物二三いすか｣
にたいする解答 にたいする解答
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注) 一人が複数の答を出す場合があるので,解答数合計は面接対象数よりも多くなっているこ

野菜の栽培方法にみる特徴 としては,瓜類を植えている同じ畑に少 し時期をず らして芋類を

植え,さらに芋の次に長英豆を植え,同 じ畑で時期を重複 させあわせて三様の産品を得るとい

う旧態依然たる方法が まだふつうに行なわれている (写真 8参照)｡ また菜園にゴム)う苗木を

植え,それをやがてゴム園に変えることもふだんにみられるし,逆にゴムの苗木を移植 して3

年以内には, ゴムの幼木の間に芋類や豆類を植えることが当然 と考えられている｡

畑作は施肥を必要 とするが,近年の顕著な傾向として,旧来の牛糞にかわ り金肥正宏用が一

般化 している事実があるO この点については後でよりくわ しく触れることになろう｡畑作でい

ちばん配慮が払われるのは,いうまでもな く水の確保であ り,天水にすべてを依存する二刀村

では,時には早魅に見舞われることもある｡

-)果 樹

ド-ソ ･キ レクには約20種類の果樹を数えることができるが,いうまでもな く,村 民 Jj意 識

においてもっ とも重要なのは 各種の郁子であ り, しかもそのなかでもココ郁子 (maphraaw)

は村民の生活に不可欠である｡

表 7は, 203世帯にココ郁子の所有本数を訊ねた結果であるO村にある郁子の樹は,すべて
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表 7 ココ郁子所有本数統計 人為的に植えられたものである｡

河
童
す
る
世
端

1.- 19

20.･- 39

40.-- 59

60-,79

80/- 99

100′V199

200.-

本 数 不 詳

0

6

6

1

0

0

3

r:

80.3

l

不 ~ r 読1 15 ･ 7.4

計 203 1 100･0

れている｡ココ郁子の栽培法は簡単である｡熟

した茶色の実を日陰に放置すると一部の実は発

芽する｡発芽しないものは料理に用い,発芽し

たものは所定の場所に植える｡ 1.5m四方の正

方形の穴を腕半分 (S〇〇k)の深さに掘 り,そこ

に屑 ･あくた叛 (khaya)を入れ,郁子の実を

置 く｡ある程度葉が伸びたところで土をかぶせ

る (写真 9)｡ 脱草を心掛け, 初めの2-3年

khayaを根元に置 く｡ 7年 目から採実が可能

となる0

その他の郁子類としては, 砂糖榔子 (taan)と横榔樹 (maak)が多 く見うけられるo 砂糖

郁子は,果実が2個 1バーツで売れるし,樹液を煮つめて郁子糖をつくった り･樹液を発酵さ

せて郁子酒をつくった りもできて重宝がられている｡楕榔樹からは,ベテルナッ ト (50個1バ

ーツ)を採る｡ これは,市場商品となるばか りでなく,儀式祭礼で各種の用途に用いられ･村

民の生活に不可欠である｡

その他意図的に栽培される果樹に, バナナ (kluailO0本 8バーツ),パイナップル (Sappa-

rotl個0.5バ-ツ), 各種柑橘類 (som), パパイア (malak〇〇1個0･5バ-ツ)･ライム果

(manaaw lO個 1バ-ツ),シャムりんご (faranglO個 1バ-ツ),マ-/ゴー (mamGanglO個

1バーツ)などがある｡その他,各種の天然果樹の果実

が定期市で売られている｡

近年,注 目すべき現象として,村外に新規に開拓した

suan地をゴム, 郁子以外の果樹園に利用する例を4-

5例 みるように なっている｡ その場令, パイナップル

を 1,000本植えた例,バナナを500本植えた例,柑橘類

(主としてザボンの類)を集中的に植えた例などが含まれ

ていて興味深い｡これらは,ゴム,郁子および零細な菜

園にのみ依存してきた旧来の農業経営形態からの離脱を

試みる先駆的な走 りとして,まだ事例数は少ないが,今

後注目を続けるに値する現象である｡

(3) 家畜 ･魚探 りの風習

各世帯とも牛,鶏を飼育する｡ごく稀に家鴨やがちょ
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うを飼育する例をみる｡ 特殊 目的で猿を飼う例をみるが, これについては 後でくわしく述べ

る｡ 水牛は自然環境が不向きなため飼われない｡表8のように,各世帯 とも2-5頚の牛を有

しているが,その目的は農耕に使用することお

よびいざという時の換金が主要な目的である｡

祭礼に際しては食肉用に殺すこともあ りうる｡

牛は1頭 500-900バーツでたいした手間もな

く売却することができる0

年は,家屋の床下につないでおき,毎朝,所

定の場所まで引いて行き,終日放置する｡屋外

の所定の場所で放牧することは ‥1enwua"と

よばれ,農民の重要な日課の一つである (写真

10)｡ 放牧の場所は, 季節 (米作サイクル)に

応 じて変えねばならない,牛の交配は意図的に

は行なわれないO

鶏は 放し飼いで あ り, 食餌は ほとんど与え

表 8 牛所有頭数統計

所 有 頭 数 件

0

1
2

3
4
5

6
7
8
9
0

1
2
3

1
1
1
1

汁

不 詳

8

3
6

.4
7
5

一4
｢⊥
2
0

2
｢⊥
0

2
8

1
3

5
3

2

｢⊥

203

数

ず,数 日に一変,思いだしたように残飯あるい

はココ郁子の果肉を与える｡ 食用 (肉 ･卵 とも),換金が飼育の目的である｡ ひなをかえらせ

るためには,竹で特殊な巣を作 り,一覧に15個を15-20日間抱かせ,その間毎 日くず米あるい

は残飯を拝にやる｡

村民の行なう魚 揺 りの風習はふた通 りのや り方にわかれる.一つは雨季の開始後,雨季明け

にかけて村内各地の水田 ･溝 ･水たまりで行なわれる魚釣 り(tokbet)ともう一つは村から7

- 8キロ離れた川の河口付近で,随時,行なわれる魚採 り (baaplaa)である｡いずれも自家

消費のためのものである｡ 雨季になると ‥tokbet"ほ女子供の日課 となる｡ "baaplaa日 は

写真10 ‥1enwuaHにでかける村民O毎日のだ
いじな日課である｡

写真11 `̀haaplaa"のための用具｡

153



東南アジア研究 8巻4号

各種の手造 りの器具 (写真11参照)を用いて夜間,成人男子がこれを行なう｡8)

2. 農業以外の職種

農業以外の職種については,歴史的な展望を加味して,伝統的 ･前近代的な由来をもつ職種

と,村にとって比較的に新しい近代的な職種 とをあげて考えてみることは望ましかろう｡

(1) 近代的な職種

まず第一に,小規模の精米所がある｡15年前に村に初めて出現して以来,幾度か違った企画

がなされたが,とにか く今 日まで絶えず続いてお り,現在は2軒が開業している｡ 1軒の例を

みると, 3人の農民 (P.459の図2参照)の共同出資により10馬力の発動機が19,000バ-ツ,

脱穀機に18,000バーツ,その他諸雑費に1,400バーツが支出され,3人の内の1人の私有地に

小屋掛けがなされて開設された｡ 1日25-50人の客があり,20リッ Tl/レ50サタンの料金で脱穀

がなされる｡ 3人は, 7日間交替で精米所の管理にあた り,収益は毎日記録し,平等に分割す

る｡ 1人当 り月に300バーツの収入になるという｡ 3人共,ゴム,梯子,野菜等を手広 く栽培

する富農である｡もう1軒のほうは4人の共同出資 (1人10,000バーツずつ)により,まった

く類似の規模と様式で経営されているが,これは1965年11月に新たに始められたものである0

-万は第4宋落に,もう一方は第 5釆落にあるが,距離にして500メ- トルも離れていない｡

次に,セメン トを用いてブロック,土管などをつ くるセメン ト工事師 (38才)が 1人いる0

1964年に仕事を始めたが, そもそもは変哲のない農民である｡ ドーン ･キレクおよび周辺の

仏教部落を商いの対象範囲とする｡コンクリー ト･ブロック1個20サタン (運搬手間貸5サタ

ン)にはじまり,便所 (土管 ･便器)一つ130バーツにいたるまで,8品目を生産し,毎月200

-300バーツを得ている｡ しかし,需要源に限度があり,需要の波にむらがあ り,安定した収

写真12 村民をクアンヒンの市場まで運ぶ小型バ
ス｡1往復で2バーツである｡

人にはつながっていない｡技術習得は, ソソ

クラー市でなされている｡

次に,小型バスの運転手が2人いる｡双方

とも30才｡ まずその内の1人が, 5年前に

37,000バーツで中古小型バスを買い,村民を

クアンヒソ定期市や都市市場 まで毎日運搬し

はじめたところ,もう1人が翌年に同じ値段

で同サイズの中古バスを求めて同じ仕事を始

めて今 日に至っている｡料金は,クアソヒソ

まで往復 2バーツ,-ジャイまで5バーツで

8)203世帯の戸主のうち98名がこれを習慣的に行なっているO回数はふつう月に1-2度であり,なかに
は月に7-8回あるいは10回も行なうものさえいる｡
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ある｡ また他の部落からも依廟があると車を提供 している｡ 自動車税その他 1,350バーツを徴

収 されるが,月に300-800バーツの安定 した収入を得ている｡

理髪師が 1名いる｡松葉杖の必要なびっ この男 (36才)で農業に従事できないため,村民の

散髪を引き受けている｡ 1回1バーツ｡独身で両親の許に寄食する｡ 自宅および近 くの家の床

下に随時椅子を一つ置き,白布を客にかけ,はさみ とくしだけで髪を整える｡それでも ドーン

･キ レクでは, この種の整髪法は画期的なのである｡

次は,仕立師である｡ ミシンによって,女物の上シャツ等身体の寸法に合わせて縫い, 1着

5-6バーツを得る｡ この能力をもった女性は,村全体で 15,6人はいるが,すべてが安定 し

た顧客をもっているわけではなく,せいぜい4-5人が,月づき100バーツの収入をあげるに

す ぎない｡仕立師が村で最初に出現 したのほ20年前の ことであったが,それ以来若い女性にと

っていわば憧れの的とな り,多 くの未婚女性が仕立見習いのため古 くからの仕立師の家に通 う

ようになっている｡ 一つの例では, 10人の弟子をとり, 1人 500バ-ツの謝礼をとり (頭金

250バ-ツ),3-4カ月実習指導を行なっているものがいる｡仕立師のもう一つの副収入源 と

して,結婚式の衣裳の賃貸 しがある｡ 1回 100バーツで華麗な衣裳を貸 している｡

最後に,職種の性格 としては必ずしも新 しいものではないが,外界 との接触が深 まると共に

ドーン ･キ レクにも導入 された,いわば先例のなかった職業 として, ココ郁子の実を猿にもが

せる猿づかいがある｡猿をつかいうるのは村

に 1人いるだけだが (34才の男), 2匹の猿

(写兵13参照)を飼育し, これにココ郁子の

実をもぐ技術を仕込み,他家の郁子園で仕事

をさせて, 100個につき15バーツの収入を得

ている｡ ドーン ･キ レクの内外から月に4-

5回の依頼があ り, 1回30-45バーツの収入

になるというC 猿は,すでにしつけられてい

た 5才猿を 350バーツで求めたものと, しつ

け られていない1才猿を70バーツで求めたも

写真13 ココ郁子をもぐ仕事にでかける猿｡100
個もぐと15バーツの収入になる｡

のの 2匹であるO この種の猿は,主 としてパターニ-地方から求めることができる｡

(2) 伝統的な職種

ここで伝統的 というとき,別に深い意味はなく,かな り古 くから村に見られるという歴史の

長 さを問題にしているにすぎない｡

村に1軒小間物店がある｡46才の未亡人が経営に専念 しているO表21(p.475)に掲げた物

晶を販売するはか, 茶やか き氷を売っている｡ 断食月 (ラマダン)には夜間に食事も提供す

るO商品の仕入れはソソクラー市で行ない,仕入れ価格に10-20%のマージンを加えて売って
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I,,る｡9) 月収200-300バーツである｡現在の経営は15年前に始めたものであるが,実はそれ以

前 にも当人の母親が同種の商店を続けてきていた｡ 過去15年の間に,別に3軒の小間物店が開

かれ,一時は4軒を数えたが,3年前を最後に現在の1軒に戻っている｡

次に,ゴムの仲買人が 1人いる｡仲買人は一見新しい職種のようにみられるが, ド-ソ ･キ

レクには相当に古 くから現象化している｡ まだ現在のように道路網が開けていない時代にも,

村内できんま葉や鶏を買い集めて都市へ徒歩で運んで収入を得た村民の例は,多数記憶されて

い るO要するに,時折いわば間欠的に仲買人はこの村に発生するのである｡ 現在村にいる仲買

人 (33才)は,農業経営のあいまにゴム板およびゴムくずを村民から買い集め,-ジャイの仲

買店まで運んで, 村相場 と都市相場 との差額 (1kgにつき約20サタン)を稼いでいる｡ かれ

が仲買人を始めたのは1965年 6月のことであ り,歴史は浅い｡1週間に9-10人から1人平均

･4-5枚のゴムを買うことができるにすぎない｡村民の多 くは,クアンヒソ定期市や直接ハジ

ャイ市場で売却するからである｡

次に家大工である｡ 家屋建築は,古 くは各世帯が親類友人の応援を得て自ら行なうのが常で

あったことによって,家大工が独自の収入源をなすことはありえなかった｡現在でも家大工が

写真14 最近の家は木材をたっぷり用い,手が込
んでいる｡家大工が家の建て増しをして
いるところ｡

できると自称する者の比率は高い (ちなみに

世帯主203名車123名が ｢できる｣と解答し

た)｡ しかし, 最近では,家の建築様式の変

化 と共に, 他人に建築を 依頼する ものが増

え,それ相応に家大工で現金収入を得ること

ができるようになった｡確定的な実数はわか

らないが, 7-8名の男が,他人のための家

屋建築で不定期の収入を得ているo l軒を新

築するには 3カ月 かかるが, 謝礼の 相場は

1,500-2,000バーツである｡ふつう,1人の

男が建築を引き受けても,それが 3-4人の男を助手につかって仕事を仕上げるのが常である｡

助手の謝礼は1日15-20バーツである｡助手への謝礼を差し引いた純益は300-500バーツにし

かならないという｡家の建築の口は頻繁にある性質のものでなく,また時間と労働負担の割に

収入の少ない職種であることから,家大工を専業に行なうものはまだいない｡家族内労働力の

豊かな世帯に属するものが,年に1-2度現金収入目的に農業経営のかたわら引き受けるので

ある｡

9)例 :石鹸1個2.50-,3.00,鉛筆1本0.35-0.50,塩魚1匹1.00-,1.25,水筒18.00-,20.00等 (単位バー
ツ)｡
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村には祈蒔師10)が 2人いる｡82才と73才のいずれも男性である｡第Ⅲ葦の衛生支出の箇所で

くわしく記述するように,古い時代から伝授 された知識によって,生薬 と所蔵とを組み合わせ

て 1回 5-100バーツの謝礼を得る｡収入の機会は,祈蘭により厄払いをする場合 と病気治療

の場合,および吉 日選び (結婚,家の棟上げ,稲束ねの儀礼等のため)を行なう場合 とにわか

れるが,あわせて月に100-300バーツの収入をあげている｡

産婆が 1人いる｡42才の-ジーである｡基本的な知識は母親から伝授 されていたが,モD後

8年前に,県衛生局の指令でソンクラーにおいて, まる2週間,近代医学に基づ く産婆術の講

習を受けているoll) 産婆は出産前から出産後にかけてかな りの 日数を産婦の家を訪ねて票やさ

ねばならない｡産婆の仕事には,新生児の命名や ｢ご＼も結び (pluukmuu)の儀式｣および女

児の割礼などまで含まれ,謝礼は初産100-150バ-ツ,モvj後は一律80バ-ツである0 1年に

約30人前後の新生児を扱 うが,薬品資材の補給に収入の多 くを割かないといけない｡

(3) その他の収入源

祭礼や定期市等の折に自家製の料理や菓子類を売 り,月に20-150バーツの収入を侍る女が

4- 5人いる｡ また,60才以上の老人のなかには, ざるや水 くみ容器 (maataknan)など

を作って定期市で売 り,月に20-60バ-ツの収入を得るものもいる｡さらには, 自己所有地に

砂地がある場合に砂を売るものが 1-2人 (トラック1台15バーツ), 森を有するもので材木

を切って汽車の燃料に売るものが 6- 7人いる (1m立方積んで23バーツ)｡

もう一つ重視できない収入源として,各種の労働提供がある｡家の建築等の協同作業に人手

を借 りる場合に, 近い親類でないときには 1日10バ-ツの 謝礼を支払う習慣が 確立 されてい

る｡また,産婦や病人の看護等に女手を借 りるときも同様である｡ この種の労働提供によって

生計をたてている男が 1人いる｡他の村から流れて来た男だが,土地をまった く保有せず,親

類の家に寄食しなが ら,他家に労働力を提供 して暮 らしている｡村でただ 1人の ｢貧者Dため

のザカ- ト｣の被与者でもあるO

その他, 各種の特殊儀礼能力で収入を得ることもあ りうる｡ これについては 第1Ⅱ章 一こ触れ

る｡

最後に, 米作を行なわずザカー 吊こ依存するイマム (畑作 ･ゴム栽培は行なう), いくぱ く

10)祈祷師とは,mつつphii(精霊を自在に操作しうるもの),m〇〇Lhamkhro(祈祷により厄を払う能力を
もったもの),m〇〇tom yaa(生薬をせんじ合わせて投薬する能力をもったもの)の三つを同 リ､が碓
ねたものと考えてよい｡現地では,祈祷師のことを,たんに ‥m〇〇"といってすませている｡
ll)この講習で技術面に生じた変化は,(1)生薬のかわりに抗生物質,消毒剤,造血剤等 (約8種類を数え

る)が使用されるようになったこと,(2)ナイフのかわりにはさみ,はぎれ布のかわりに包帯をつかう

など,器具の使用に進歩がみられること,(3)-その緒を切断した後に木の灰を塗っていたかわ[)に赤
チンキを塗ったり,昔はささなかっfニ目薬をさしたり, またかつてはアブナムですませていf二ところ

を,産婦の局部を消毒剤で洗浄するようになったり,細部に至るまで厳しい指示がおよんだことなどで
ある｡そのかわり,産婆-の謝礼ほいっきェに高い金額のものになった｡
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かの役職収入を得る部落長 (phuuyaibaan), それに, 宗教教育によって謝礼を得るコーラ

ン教師 (to-khruu)の3人を特殊な範嘘の収入源をもつものとして付記しておこう｡

3. 職業構成をめぐる諸問題

以上,収入源項目別に村民の従事する職業を検討したが,次の課題は,これらを世帯単位で

組み合わせて,村全体の職業構成を考えてみることである｡しかし,これは容易ならざる課題

である｡

非耕作貸出し地主がほとんどなく,また小作がすべて自作を兼ねた自小作であり,小作のた

め利用されている土地の全体比がわずか1.8%でしかない現状では,土地保有を加味した職業

構成区分はまだ妥当ではない｡やはり,基本的には農業 ･非農業の区分に基づかねばならない

だろうっその場合,農業経営を行なう世帯に,上述のように非農業的収入源を兼ねもつ世帯が

少なくない以上は,農業経営に従事する世帯を純農家と兼業農家に区分しなくてほならない｡

純農家に関しては問題はないが,兼業農家に関しては,いかなる形で兼業が行なわれている

かが問われねばならない｡すなわち,一家の労働力が臨機応変に兼業を行なう場合と,家族成

員のあいだに分業が行なわれ,農業に従事するものとその他の職種に従事するものとが分化し

ている場合とをわけて考える必要がある｡このいわば一般的兼業と分業化兼業との区分は,分

業化兼業が特殊な職業を長期的に定着化せしめる離農専業化の契機を含んでいる点に着目する

と,意義深いことがわかろう｡その他,特殊な兼業のケ-スとして,イマム,プ-ヤイバ-ソ

および宗教学校の教師を一括して考えておかねばならない｡

すべての農家に関しては,やは りゴムの有無を問題にするのも無駄ではなかろう｡けだし,

過去50年, ドーン ･キレクの経済はゴム栽培を軸として展開してきたのであ り,ゴム林を所有

することは常識化してきたからである｡

以上の事柄をまとめて図で表わすと以下の通 りとなる (図1)｡

,-純 農 家 (164)-

】 r 般的兼業 (30ト
⊇･_兼業廉家 ｡38,+ 分業化兼業 (5,i

L/蒜 殊 兼 業 (3)-

T ゴム園保有世帯 (131)
A-ゴム園無保有世帯 (72)

･'-非 喪 家 (1)

図1 ドーン･キレクの職業構成

図中の数字は該当する世帯数の概算である｡しかし,これが正確な数値だといいきることは

できない｡というのは,家大工とか仕立師のように,能力だけはあっても常時それで収入を得

るとは限らない職種もあり,また特に家大工やかご細工などのように,多 くの村民がそもそも

体得している特殊技能であって,独立の職種といってしまえない範晴もあるからである｡その
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意味で,統計上,兼業農家と純農家との境界は戟然とわけることはできず,かなりの度合流動

的である｡ ドーン ･キレクのようなある面で過渡期にある伝統的農業社会について職業構成の

統計をとる難しさは, このような点にある｡

職業構成を論ずる技術的難しさについてはこjtまでに留め,話を先に進めよう｢ ドーン ･キ

レクの職業構成はご∂ような問題を提起しているだろうか｡問題点は少なくとも三つある｡

第 1は,非農業経営世帯の少なさである｡わずか1世帯しかなく,しかもこの場合世帯主は

仏教徒から改宗して入村してきた若い男であり, 土地保有に乏しく, 軍務経験を生かした職

秤,すなわち小型バス運転をはじめた例である｡従来から ドーン ･キレクに住まってきたもの

が農業を離脱する可能性が乏しいことを暗示しているし,しかも ド-ン ･キレクに在住したま

ま農業を離脱することは現状では不可能に近 く,むしろもしそういう事態には離村し,都市部

および遠隔地地域こおいて新たな職種につ く可能性のほうが高いと考えられる｡

第 2に,ここで分業化兼業と呼んでいる非農専業化の現象がみられる点である(中年未亡人

の小間物店経営,バスを運転するもう一人の男,またその妻は仕立師を専業とし,その他不具

の男の散髪師,産婆,の計 5例がこれに該当するっこの 5人は農業には従事せず,各自,特殊

な職種に専念しているO 各自の世帯には, 別個に農業専従者があり, 稲作 ･畑作を行なって

いるっ小間物店経営と産婆の場合は,時間をくう職種の性格からして専業化はやむを得ない｡

散髪師の場合も,身体的条件からして止むを得ないであろうo今後注目すべきは,バス運転の

男とその妻の事例であろう｡両親 (60才と58才)が稲作 ･畑作およびゴム栽培に従事している

が,両親が高齢化し労働能力を喪失した場合に,新たな選択を迫られることになろう｡こうし

てみると,非農専業化もまた,どれ一つ本格的なものとはいえないことがわかるっ

第3に,非伝統的職種の発生のプロセスが注 目に値する｡セメン ト工事師の場令, ドーン ･

キレク出身で,両親が豊かな土地保有に恵まれLてお り,しかもその一人息子として土地に依存

するだけでも充分 自活していける境遇にあ りながら,忽然として企業心を起 こした例である｡

精米所の場合も,経営者はいずれも豊かな土地所有を特徴として,ゴムによる現金収入が水準

以上に多い世帯∂世帯主である｡しかも,いずれも土地経済を離脱する意図は毛頭なく,現金

収入を安定裡に確保する方便として,それらの近代的職種を選択したものである｡

注目に値するの:㌫ 2例ある精米業がいずれも3-4人の共同出資により開設され,完全平

等の共同責任で運営されている事実である｡しかも,いったん精米所がはじまると,付随的に

生ずる多くの事務を処理する専従者が求められるようにな

り, 1例においては出資者の1人の子供がそれに専従する

(謝礼月額200バーツ)に至っているへまた,共同出資が

なされる社会的基盤を調べると必ず比較的近い姻戚関係者

同志が集うていることがわかる｡図2は, 1例における出

△ -○ ○ - ▲ 第 1世代

▲ ○ -▲ 第 2世代

▲ ･.･精 米 所 経営に.LtJ.托したもの

図 2 精米所出資者の血縁関係
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表9 ドーン･キレク村民の月間収入統計 (単位 :バーツ)

A) 月収最高額に基づく算定 B) 月収最低額に基づ く算定

50- 90

100.-190

200-290

300-390

400

500

600

700

800

1,000

1,200

1,500

2,000

収

不

不

460

二二 三1:-11

6 r 4,200

3 . 2,400

詳

4

1

2

1

13

4,000

1,200

3,000

2,000

20′-40

50-90

100

150

200

250

300

400

500

1,000

1,500

不 詳

計

6

0

2

7

7

2

1

7

6

1

1

3

4

6

3

2

1

520

2,140

6,200

1,050

7,400

500

6,300

2,800

3,000

1,000

1,500

(32,410)

荏) 木表は世帯主の申告に基づいて作成したものであるが,収入を1桁の端数までほ正確に記憶

しえない農民の習性を反映して,1桁の端数を含んだ数値 (例えば395バーツ)は申告され
なかった｡従って,例えば390と400とは連続的な数値と考えてよい｡

表10 ゴム園所 有世帯の月間収入統計 (単位 :バーツ)

A) 月収最高額に基づく算定

･･､ ∫,ト 放 llL-/･､納 Ll:･:.:1
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200.-290

300-390
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詳
計

B) 月収最低額に基づく算定収

20-40
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100
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400

500

1,000

11

1

131 j (54,650)

3

1

1

4

8

1

8

7

6

1

1

2

4

2

1

数 収 入 額 集 計

90 1,130

4,100

600

5,600

250

5,400

2,800

3,000

1,000

計 L 131 き (23,970)

荏) 木表は世帯主の申告に基づいて作成したものであるが,収入を 1桁の端数までは正確に記憶
しえない鼻民の習性を反映して,1桁の端数を含んだ数値 (例えば395バーツ)は申告され
なかった｡従って,例えば390と400とは連続的な数値と考えてよい｡
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賢者3人の縁戚関係を示したものである｡他の1例のほうも,ある1組の夫婦の孫たち (1uuk

phiiluukm〇ngkan)4人が組んで出資しあっている｡

これらの近代的職種が,常に成功をもたらすとほ限 らな い O 主として ド-ソ ･キレクという

狭筒.ifi:範囲を交易対象圏としながら,他人がいったん成功するとたちまち同じ職種が複数化し

競合しあうようになる,合理的な市場計算の欠如がそこに明白に読んでとれる｡そこで,小間

物商にせよ,精米業にせよ,過去に幾度かの失敗の例を数えるのである｡

ここで,本章を閉じるにあたって, 最後に ドーン ･キレクの各世帯の現金収入の水準を203

世帯について簡単にみておこう｡もっぱら季節的作物に依存して収入を得ている以上は,月間

最高収入と最低収入とにわけて見ておかねばならない (表 9)｡ また, ゴムを有する131世帯

だけに限って,別個に同じく月間最高収入と最低収入とを調べてみた (表10)｡

ドーン ･キレクの1世帯平均年収は,およそ3,320バ-ツである,

デ-タは,いずれも世帯主の自主的な申告に基づ くものであるが,おおよその水準を確かめ

るためにはこれで充分であろう｡所得水準がどのような社会的 ･経済的条件と相関するかにつ

いては,階層化 との関係において,別の機会に詳細に諭ずる予定である｡それよりも,各世帯

がどのような具合に現金収入を得るのか,それを調べることのほうが先決問題であろうから,

ここで ｢定期市｣ と村民との関わ りに目を転じてみよう｡

Ⅱ 定期 市 の 経 済

1. 定期市のしくみ

タイの農村部にあまね く見られる定期市 (talaatnat)現象は, 南タイ地域経済の流通機構

のなかで,かな り大きな役割を担うのであるが,これまであまり学問的な顧慮が払われたこと

はなかったように思える｡それというのも流通機構全体の研究がひどく遅れている12)うえに,

農村部で産品を買い歩 く華僑仲買人の役割だけで流通機構の末端部を説明する傾向が強すぎた

こともある｡

流通機構の末端部は,プレミアム制度をもつ米作地帯はともかくとして,実はもっと多様な

様相を雲している｡仲買人にしても,都市在住の華僑仲買人が農村部に入 り込んで産品を買い

まとめる場合と, 農村住民のなかに 仲買人が発生する場合 とに 顕著にわかれる0 両 タイの場

令,後者の比重はけっして軽 くはない｡また,農村住民が仲買人を介さず直接都市の集荷店に

赴いて産品を売却する場合も少なくない｡ この現象は,コミュニケーションの発達につれて頻

度が増すものと考えられる-

定期市は,タイの農村地帯で特定曜 日に定期的に一定の場所で開かれる物品売買市場である

12)友杉 孝 ･北原 淳 ｢タイの農業問題研究｣滝川 勉編 『東南アジア農業問題研究の現状と課題』1970
年 7月,p.55参照｡
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が,流通機構の階梯のなかではいうまでもなく末端部にあたる｡南タイの場合,その末端部を

つ くりなすのは,都市仲買人の活動,村内小商店の営業,村民の都市市場参加などの諸活動で

あるが,そのどれよりも大きな役割を果たしているのが定期市である｡定期市は,近隣諸村の

住民および都市商人 ･仲買人,遠隔地農村からの商人が参加してこれを構成する｡

南タイ農村部の定期市現象は, 次のような特徴をもっている｡ 第1に, 分布上の特徴とし

て,都市部 (-ジャィ,ソンクラーなど)からおよそ 10km 離れた地点にはじまり, それ以

遠に分布する｡もっぱら,幹線道路からさらに数力村に向けて道路が分岐する三叉路に生じや

すい｡その場所は,少なくとも100人の人間が集合して,市場活動を行ないうるだけの広さが

なければならないO市場の分布は,10部落 (ムーバーソ)に1箇所の割で成立すると想定して

ほぼまちがいはない｡

第 2の特徴は,定期性である｡南タイの定期市は,週に1-2度の頻度で開かれている｡こ

の頻度は,いうまでもなく基本的には需要供給の関係できまるが,都市商人の市場参加能力と

いう技術的制約によってもきまるのである｡市場の開かれる曜日は確定的に定まってお り,変

えられることはない｡近接しあう市場が同一曜日に開かれることはなく,必ず異なった曜日に

開かれている｡ ただし, 時間はおしなべて朝から正午までであり, 午後に開かれることはな

い｡週に2度開かれる場合でも,参加者の意識のうちで主従の順位がその2回につけられるこ

とは少なくなく,どちらか1回が確定的に毎週の第1市場 となる｡

第3に,任意性という特徴がある｡定期市は,土地を提供しうる個人の発意に基づいていわ

ば自然発生的に組織され,その点任意性を特徴とする｡定期市開催は,本来,任意に行なわれ

うる性格のものであるために,時には新規の定期市が諸部落の有志で企画され,にわかにはじ

められることがある｡しかし,それが成功するとは限らない｡筆者の調査地 ドーン ･キレクに

もある時にわかに定期市があらわれたが,二,三回で途絶えてしまった｡空地を有する者が,

その土地に定期市を開かせて,参加者から手数料をとって収益をあげることを思いつく場合

に,そういうたまゆらな定期市は現象化する｡しかし,需給関係がその市場でうまく成立する

とは限らず,旧来の定期市に並び立つことができずにつぶれてしまうのである.

第4に,定期市のもう一つの特徴として,他の流通現象と競合するという局面を見なくては

ならない｡つまり,定期市は,タイの流通機構末端部を排他的に占めるのではなく,やはり,

定期市での市場活動以外に,村の内外の仲買人が村内で随時行なう仲買活動,村内商店での売

質,物売 りの巡回,村住民の都市市場参加など,数多くの市場活動が競合的に存在するのであ

る｡これらの他の市場現象を最少隈に抑えうる定期市,すなわち,それらの競合的な経済活動

をも定期的に一定場所に集中せしめえた定期市は盛大をきわめる｡逆に,他の流通現象に対抗

しえない定期市は,過渡的現象に留まり,やがて消滅しなければならない｡定期市は,おおむ

ね,ある種のバランスの上に成立する｡村民の都市市場-の参加は,多くの リスクを伴い,交
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遠運搬費の負担も増える点で, 収益増を相殺する マイナスをもつ｡ 村内で行なわれる仲inlG舌

動は,村民の リスクと手間ほほふかれても,収益をいくぶん少なくする傾向を禁 じえない｡'走

期市は,都市市場 と村内仲買活動 とのいわば中間点に成立する市場であるため,村民の意識に

おいて, リスクと収益のプラスとマイナスとがうまくノミランスがとれて考えられるのであるっ

第 5に,定期市は物資集散の効率が高 く,いったん成功裡に成立 した場合には,農民からの

産品供給をほとんど吸収し,しかも農民の購買意欲をほほ完全に満たしうるだけD商品幅を備

えうる点, 都市市場に準ずる高度の市場機能を果たしうる｡ それだけに,週にわずか一,二度

開かれるだけとはいえ,農民の貨幣経済依存度は自然 と高 まり,消費性向の上昇 と共にかれ ら

の生活様式まで変えられていく契機 ともなるのである｡

南 タイにおける定期市の歴史は,実はさほど古 くない｡ ソンクラ-県レ⊃場合,貨幣経済自体

の歴史はかな り古い｡しかし,農産物のかな り多 くの品が売買対象としての価値をもつように

なったのはおよそ25年前であ り,しかも諸部落問を連結する道路網が整備され,人びとの集合

離散が容易になったのも過去30年 このかたのことであるため,定期市の歴史はそれ以後に眠ら

3'Lていると判断できる｡それ以前のコミュニケ-ショソの不便な段階で.'ま,不定期的 ･散発的

な仲買人の活動がやは り圧倒的に重要であった｡その意味で,定期市現象はコミュニケーショ

ンの発達 と不可分に 結びつ く現象であるO 将来, コミュニケーションが さらに発達 した段階

で,農村部の定期市が都市市場 と共存しうるかどうかはまだ未知の事柄である｡都市に極端に

近い定期市は当然消滅するだろうOしかし, この間題は,現在の定期市D地点が将来 も判 こ市

場 目的のみの空地に留まるか,それともその地点を核 として集落形成を見るかという問題とも

関連する〔13)これ までのところ,定期市の地点は,事実上 もっともコミュニケ-ションの便Jj

いい場所であ り,定期市の成立が助長要因 となって,漸次の宋落形成を見るようにはなってい

るo Lかし,定期市 自体の歴史が浅いため, この点はむしろ今後見つめて行かねばならない問

題てあろう.

定期市一般についての考察はこの辺に留めて, ドーン ･キ レク住民の定期市参加の態様をみ

てみたい｡

ドーン ･キレク住民の参加する定期市は,部落から 4km 離れたクアンヒンで開かれる ｢ク

アンヒソ定期市 (talaatnatkhuanhin)｣ である｡毎週火曜 日と金曜 日に開かれ,火曜 日のが

主であ り,金曜 日のが従である｡ クアンヒソ定期市は,パウォン行政村に含まれる7部落と行

政村外の二,二の部落を人口吸収範囲に収めている (図3参照)｡ その範囲は, せいぜい遠 く

てクアンヒンか ら7-8km 離れた地点までしか含 まない｡ この範囲に含まれる総人口は7,000

13)この種の定期市現象を考える上で少なからず参考になるのは,中国農村部の市場についての内外の諸研

究であろう｡ cf.G.William Skinner,‥MarketingandSocialStructLIreinRuralChilla,Pa1-t
I,"TheJournalofAsianStudies,Vol.XXIV,No.1(Nov.1964).
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図3 クアンヒソ定期市の後背地概念図

と推定される｡もっとも,定期市参加者のなかには遠隔他郡や都市の商人などかなり遠 くから

来るものもある｡しかし,定期市の主なる構成員をなす地元農民は,せいぜいその範囲に留ま

るのである｡
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写真15 クアンヒン定期市の光景｡

クアンヒソ定期市の参加規模は,火曜日約

400人,金曜日約 100人と概算され, その大

多数が物品売却を求めて集い,しかも購買を

も行なうのである｡遠隔地から参加する商人

のなかには,前夜から泊 り込む者が5-6人

はいる｡仲買人は,ゴム,野菜,果実,鶏等

を求めて十数人が各地から参加する｡

クアンヒソ定期市は,12ライの空地に開か

れる｡空地には,定期市用の粗末な小屋掛け
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が40ほどみられる｡ 小屋掛けは,定期市管理人の仕事である｡ 定期市の管理人,すなわち土地

提供者は, クアンヒンに住む55才の仏教徒 タイ人である｡かれの父親が ソンクラー県北部の海

岸地帯のラノー ト郡から流れてきて,その地点に定着し,商業に従事するかたわら土地を獲得

し,20年前に始めたのがこの定期市であ り,そして現在その男が後を継いで管理 している｢その

男の日常的職業は小間物を売る商店経営であ り,遇に 2回だけこの市場管理に専念する〔かれ

は,定期市の正式区画内で販売を行なうものすべてから, 1販売単位あた り25ないし50サタン

を徴収 し,1日に100-140バーツの収入を得ている〔 かれの親類縁者で定期市を開いているの

は,かれ 自身だけであ り,またかれ 白身が有する定期市 もこのクアンヒンのものだけである｡
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図4 クアンヒン定期市排列概念図

市場し/)配列は図 4の通 りであ り, ゴ ム, 野菜等を求める仲買人は正式区画外 (図中のAの地

忠)で取 り引きを行なうー ド-ソ ･キ レク住民は,仲買人に農産物を売 り,現金を入手 したあ

と,郡市および遠隔他郡より来ている物売 りから生活必需品を求めで帰村する｢定期市は,た

んに経済的取 r'J7引きの場 として重要なだけでなく,多 くの村民にとっては菓子などを買い食い

した り,珍しい商品を入手 した り,非 日常的な楽しみを得る機会でもある｡
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2. ドーン ･キ レク住民の定期市依存度

表11は, ド-ソ ･キ レク村民の市場利用の趨勢を示 したものであるo これによって, ドーソ

･キ レク村民のお よそ93%が クアンヒソ定期市をふだんに利用 していることが知 られるoLか

表11 ドーン･キレク村民の市場利用傾向

l

1

二㌦ ∴ ‥∴ ∴ ~~

ソ ン ク ラ ー だ け! 1

市

汁

｣

_ll

せ

…

加

音

I

.

.

A
:

全体比
(%)

0.5

1 .0

5.4

表12 クアンヒン定期市参加頻度

= ∴ ~~; -~日

5 - 7 回 . 10 5.3

8 .Fr_iT ll , 5.8

1

計 ? 189 1 10010

も, ドーン ･キ レクの世帯の56%以上が, クア

ンヒソ定期市だけを専一利用 していることが明

らかになった (表11中の-ジャイ市場 その他に

ついては後に述べる)0

表11から得 られるクアンヒソ定期市を利用す

る189世帯について, さらに クアンヒソ定期市

参加頻度を 問 うた 結果が 表12である｡ 78%以

上に相当する149世帯が月 4回以上参加してい

る｡しかもおおかたは,毎火曜 日の定期市を中

心に参加する習慣にあるO

表11･12から, クアンヒソ定期市が ドーン ･

キ レク村民の経済生活に とって大 きな比重を占

めることが確認されえようO この点を,定期市

での市場活動の具体的データによって, さらに

厳密に確認 してみな くてほならない〔そこで,

筆者は,1966年11月上旬のある火曜 日に, ドー

ン ･キ レクの第 5衆落 (もっとも戸数が多 く,

ドーン ･キ レクの中心をなす)の 全戸数計 104

世帯が, クアンヒソ定期市にどのように参加 したかを,その直後に,詳細な聞き取 り調査を行

なって調べてみたOその結果,次のような結果が得 られたO

まず,当 日クアンヒソ定期市に行ったものは, 104サンプル中93世帯で,残 る11世帯が参加

していない｡ しか し,その11世帯のうち 6軒は,人に依頼 して物を買ってきてもらっているの

で,厳密な意味で当 日定期市を利用 したのは,全体の95.2%に相当する99世帯 となる｡行かな

かった11世帯をみると,そのうち3軒は クアンヒン定期市を通常利用 しない世帯であ り,残 る

8世帯は,過去 2-3カ月行っていないと答えたもの 4戸,過去 1カ月ほど行っていないもの

2戸,金曜 日の定期市を通常利用するもの 1戸,当 日たまたま行かなかったもの1戸, とわか

れた｡

次は,当 日定期市に赴いた93戸が どのような市場活動を行なったかを調べてみたO まずその

日になんらかの物品を売ったものは82戸であ り,売 り品 目数別にこれを表示すると衰13のよう

にな り,単晶 目売 りが圧倒的に多いことがわかる｡当 日に売 りに従事 しなかった11世帯を調べ
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表13 定期市での売りの態様

態 様 件 数

従

｢⊥

2
3

事

目

日

日

I;
IE
I;

｢H
トロ
｢口
す

ず

せ

か

事
"
行

梶

汁

82

1

r1

1

1

104

9

0

3

Ln

2

日

U

ると,過去 2- 3カ月なにも定期市で売ってい

ないもの 7戸,ひと月近 く売っていないもの 1

戸,売る必要のないもの,つまり親族の与える

金で生活するもの 1戸,当 日たまたま売 りに従

仁1日口

表14 定期市でめ買い品目数

日 数 件

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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1l

l2

13

訂

ワ
】
1

4

1

t-
【-
0

1

8

1

一4
0

3

1

1

1

(リJ
1

99

数

一

事 しなかったもの2戸, とわかれた〔

買いのほうを見ると,当 日定期市に直接赴かず他人に依頼したものまで含めて,99世帯が こ

れを行なっている〔品 目数別にわけてみると表14の通 りとな り,平均購入品目数は6.5品 目と

なる(

ド-ン ･キ レク村民の行なった売 り･買いのデ-タをもっと詳 しくみよう｡まず売 りのほう

だが,先の表13で当 日売 られた品目ののべ総件数が 108件になることがわかる(その 108件の

売 り物がなにであ り,それぞれの物品項 目別の売上げ総額がいくらになったか,をまとめたも

写真16 クアンヒン定期市の鮮魚を

売る部分｡

写真17 きゅうりを買 う客を待っ村

の老人｡
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のが表15である｡ これをみると, やは りゴムの売 りがいちばん多 く, それに次いできんま葉

(pllluu)が多 く, ココ郁子の実がそれに次いでいる｡売 り1件当 りの金額でも,例外的な品 目

は別 として, ゴムの 1件56.1バ-ツが圧倒的に高 く,やは りきんま葉の27.2バ-ツがそれに次

いでいる｡いずれにせ よ, この 火曜 日に 82世帯が売 り上げた総金額は 3,020バーツであ り,

売 り1件当 り平均売上げ高は,28.7バーツとなる｡世帯単位売上げ高別区分を求めると表16の

表15 定期市での売り品目の統計
(単位:バーツ)
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1 ; 27

.II 二_

計 1108 !3,020

二律当り
売 り上げ
Ilf-.中 値

56.1

27.2

15.7

21.7

17.4

17.2

9.3

23

11.5

25

12

27

10610

20

4

表16 各世帯売り上げ高別統計

売 り上げ高 (バーツ) 要件

1- 9

10- 19

20- 29

30.･-39

40′-49

50-ノ59

60.- 69

70.-ノ79

80′-89

90- 99

100以上

計
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4

6

6

｢⊥
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2
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表17 定期市での消費金額

消 費 金 額 (/し ツ) !件

1.･-一 9

10.--19

20′-29

30′-39

40- 49

50以 上

計

売

黒

赤

3

4

6

2

3

1

4

3

1

表18 定期市での収支決算

字 世 帯字 世 帯

売 りに 従 事

売りに従事せず

売り買い同額

計

表19 売り上げ高と消費額の差額幅
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敬

1- 9

10.-ノ19

20.-29 【 8

30′--39

40- 49

50- 59

60- 69

70′-79

80- 89

90.-一99

100以上

計

4

6

4

1

2

00

4

5

5

3

2



矢野 :南タイ農村の経済生活

通 りとなり,20-29バーツの売上げがもっとも多 く,10-19バ-ソ,30-39バ-ツがそれに次

いでいる｡そして,1戸当 り平均売上げ高は36.8バ-ツとなる｡

他方,買いのほうをみようO表17は,当日の世帯単位消費金額別区分を示したものである､

1-9バーツが43戸でもっとも多 く, 10-19がそれに次いでいる｡ 99世帯全体での消費金額

は 1,320バ-ツである｡そして1戸当 り平均消費額は,13.3バ-ツとなる〔

こうしてみると,売上げ高の.ほうが当日の消費全額を上まわ り, ドーン ･キレク村民はかな

りの現金収入を残して帰村していることがわかる｡表18･19は,売上げと消費との関係を調べ

た結果である｡表18では,売 り買いのあと剰

余を残したいわば黒字世帯が65世帯,売 りに

よる収入以上に消費したものが16世帯,そし

て買いにのみ従事し,持ち出し金を消費した

もの17世帯となる (赤字世帯はあわせて33世

帯)o 残る1世帯のみが 売 りと買いとが同額

であったことがわかる,黒字世帯65戸および

赤字世帯33戸のそれぞれについて,黒字幅と

赤字幅とを調べてみたものが表19である｡黒

字世帯のなかに,4戸ほど100バーツ以上の

写真18 農産物を売りきり,買い物を済ませて家
路につく村の主婦たち｡表情が実に明る

い｡

現金収入をあげているのが目立つ (その4戸の剰余収益はそれぞれ 103/ミ-ツ, 127/ミーソ,

134.5バ-ツ,172バ-ツであった)｡

ここで,各世帯が定期市でどのような売 り買いをなしたかを具体的に知るために,筆者の集

めた全 104サンプルの中から参考までに 5戸を選んで, 当日の市場活動の 態様を示してみよ

う｡

例 1:売り買い同額のケース (仝 1例)

売 り き ゅ う り 1かご

買 い 鮮

乾

薬

カ

ね

唐

目

ピ

辛

l
ぎ

子

薬

例 2 :売り金額以上 に 消費したケース (全16例 より)

売 り す い か 20個

買 い 鮮 負

5

5

5

(ソ】

3

2

0

0

2

5
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戟

カ ビ

塩

莱

砂

負

たばこの巻葉 (ba主caak)

巻きたばこ用きざみ葉

バ ス 乗 車 賃

例3:売 り上げを使い残したケース A (100パーツ以下)
売 り き ゅ う り 1かご

ココ邦 子 の実 11個

く ず ゴ ム 19キ ロ

5

3

1

0

5

5

5

3

1

0

0

9

2

1

1

計 42バーツ

計 49バーツ

魚

ぎ

く

子

ナ

に

ナ

ん

鮮

ね

に

菓

バ

例4:売 り上げを使い残したケース B(100バーツ以上)
売 り コ ム 16キ ロ

ココ郁 子 の実 37個

買 い

ス

鮮

乾

菓

ね

カ

バ

魚

魚

子

ぎ

一

乗 車 賃

例5:買い品目数がもっとも多い (13品目)ケース

売 り き ん ま 菓

買 い 鮮

干

カ ピ

塩

ツナレノテ

ね

砂

莫

べ

唐

パ

牛

バ 辛

ぎ

糖

千

ト

470

5

5

6

0

0

2

｢⊥

0

2

1

4

日H

5

5

.4

5

0

2

1

計 10バーツ

計 152バーツ

計17.5バーツ

55ノべ-ツ

5

5

2

1

1

1⊥
5

1

1

1

7

3

2

11

計 45バーツ
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売 り買い品 目については先にも簡単に触れたが,売 り品 目のほうは,い うまでもな く季節に

応 じて変化する〔ある時期には,ゴムのタッピングが不可能 となるため, ゴムの売 りはなくな

る｡ その他農業サイクルに応 じた品 目の変化 ･増減が見 られ るっ買いの品 目数に世帯別にかな

りの差があることは 表14で知 られるが, 基本的な品 目は どの世帯でも 共通 して買い求めてい

る｡たとえば,鮮魚,定,砂糖,菓子,カピー,ね ぎ,にんに くなどの6-7品 目は多 くの世

帯の購入品 目に共通して含まれている〔買い品 目の中に,化学肥料などが含まれ るのが近年の

特徴であるが,それ と同時に後にも触れるように,まだ ごく例外的ではあれ,バナナ等の果実

や肉類 まで購入 されるようになってきたのは注 目に値する｢定期市参加が習慣化することによ

って,伝統的な 自給 白星経済からの離脱に向かうのはいわば必然的な現象であろう｡

以上で, ドーン ･キ レク住民の経済生活に

とって, クアンヒン定期市がいかに大 きな比

蚕を 占めるかが おおよそ 示 された はずであ

る( しかし,表11からも明瞭に読みとれるよ

うに,村民の市場活動vD機会は,遇 2回の ク

7ンヒン定期市に限 られてほいない,そこで

当然にクアンヒン定期市以外の市場参加を問

題にしな くてほならない｢ クアンヒン定期市

以外の市場 としてもっとも重要なのは,-ジ

ャイ市の公共市場 である｢-ジャイ市は, ド

写真19 ノ､ジャイ市の公営市場O ドーン.キレク
村民も時/,･立ち並ぶことがある｡

←ン ･キ レクから 15km 離れた地点にある人口約 4万の郡市であ り, 南 タイ随一の物資集散

地 として名高い〔 この町の都心近 くに大 きな公共市場があ り,毎 日大量の物品売買が行なわれ

表20 -ジャイ市場参加頻度

参

参

参

加

す

る

加 態 様

加 せ ず

毎 日

ほとんど毎週1回

ほ とん ど 隔 週

月 に 1 回

2-3カ月に1回

､!二-.fTil 1こ 回

回
定

;
詳

ll
に

計

件 数 比率(%')

125 61.6

1

4

6

1

0

6

2

2

1

2

2

6

203

35.5

2

;
o｢ー

ている〔 この町はゴムの集散地 として発達 して

きただけに,現在でもゴムの集荷は活発に行な

われてお り,ゴム仲買専門店が 8軒所在 してい

る〔 ドーン ･キ レク村民がバスを利用 して-ジ

ャイに赴 き,公共市場 で農畜産物を売った り,

ゴム仲 買店に直接 ゴムを持参した りすることは

技術的に可能である【

表20は, ドーン ･キ レク村民の-ジャイ市場

参加度を数値に表わしたものである〔 この表 と

先の表11とを併せて検討すると,相当数のもの

が-ジャイ市場 と接触を保っていることがわか

るO-ジャイ市場 までバスで赴 くことによって
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得 られるプラスは,クアンヒソ定期市より高値で品物をさばけること,従って良質の品物が多

量手許にある場合には, むしろ -ジャイで売却 したほうが 利回 りが大きいということになる

(たとえは, ゴムはクアンヒソ定期市では 1kg7バーツだが, -ジャイでは少なくとも7.20

バーツで売ることができる)0

一部の ド-ソ ･キレク村民の-ジャイ市場 との日常的な接触が始まったのは5-6年前 (調

査の時期 より｡ 従って1960年頃)のことであったが,今後-ジャイ依存度は漸次高まることだ

ろう｡ しかし,これもいうまでもなく絶対的な蓋然性をもつ予想ではありえない｡-ジャイ市

場が農村部からの産品供給の急激な増加をどれほど消化しうるかほわからないし,またゴム等

の商品価格が,村から遠距離を運ぶ手間を問題とさせないほど利回 りがよく,安定したものに

留まりうるかどうかも保証の限 りではない｡

-ジャイ市以外の市場機会としては, ソソクラー市もある｡ その他クアンヒン以外の定期市

も考えられる｡ソソクラ-市の市場へは,1-2人の村民が時折赴 くだけで,-ジャイほどの

依存度は見られない｡その他の定期市への参加は,たとえば出稼ぎやポノ留学のため遠隔地に

滞在中に当然行なわれうるが,しかしこれらを重視する必要はなかろう｡

要するに,だいじなことは,クアンヒン定期市が ドーン ･キレク村民の経済生活の中心をな

すこと,それと同時に,かれらの収入の機会源は定期市以外の市場にも求められねばならず,

特に都市市場-の直接参加の志向はかな り強 く認められること,などである｡

ⅠⅡ 家計支出の諸･局面 (1)- 一般消費項 目

前述のような定期市 との接触の深まりほ,当然に貨幣経済依存度の高まりを招 くのであ り,

反面において,生活必需品の供給の自給自足度は減少する, ドーン ･キレク村民の経済生活に

紘,多 くの面で,この傾向は顔著にみられる｡

食生活の面では,毎火曜,毎金曜の食事に海産鮮魚が供せられるのほふつうになったし,午

肉を定期市で求めるのもあた りまえのことになってきている｡従来,祭礼の祝宴の機会には,

牛を殺すのが習慣であったが,近頃は,例外的ではあれ,定期市で肉を買ってすませることす

らある.野菜 ･果実を買う世帯も少なくない｡農業経営の面でも,米の脱穀を精米所に依頼す

るのはもほやあた りまえになり,また金肥の使用度も増えてきている｡その他 日常生活の多 く

の面で出来あい商品の購入が頻繁になされるようになり,伝統的な生活様式が崩れを見せるこ

とにもなっている｡

しかし,だいじなことは,自給自足の減退が急速にみられるとはいえ,米の自給 自足は絶対

に守られ, その他魚を自ら求める haaplaaあるいは tokbetの風習はいまでも従来同様続

けられてお り,果実 ･野菜の自給自足もいまだに相当度に続けられている事実であるO貨幣経

済の進展の反面に, 自給 自足がある面で固く守られていることは,現金収入の多寡の度合がそ
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れほど深刻に生活の安寧を揺るがす原因にならないことを意味する｡

とりあえず, ドーン ･キ レクの諸世帯の家計支出がどういう態様を示すのか,いくつかの項

目にあげて検討してみたい｡

1. 一 般 家 計 費

(1) まず食費支出である｡ ドーン ･キ レクの住民は原則として1日2食を守っている､日

没時に採る夕食が, 1日のもっともだいじな食事と考えられているO米飯 (khaaw su?i〕･ケ

ーソ (kEEng)･ナムプリック (namprik)･水 (nan),がごく基本的な献立の組み合わせであ

るo

米を購入する世帯を, 203世帯中に13世帯を数えるが,その内 3軒は米作を行なわないもの

であ り (前出), 8軒は不作のため一時的に米の購入を強いられたもの, 残る2軒は新世帯で

水田耕作の最初の年に当た り,これも臨時に米の購入を余儀なくされているもβである一光の

定期市での値は,201)ッ トル28バーツである｡

ケ-ソ (カレーといってよかろう) は, ド-ン ･キレクでは 伝統的に唯一の副食として親

しまれてきたが, 現在でもほとんど毎 日供せられている( ケーソを作るには, レモングラス

(takhrai),葺責 (khamin),タマリン ドの英果 (sollllllakhaam),唐辛子,ねぎ,にんにく,

カビ-の諸材料に 塩を混ぜてす りつぶしたもの (これを khrdangという)を煮立った湯に入

れ,そこに時にはココナツの胚乳を加え,義

後に魚もしくは肉を加えて煮たものである｡

これにバナナ,芋,瓜莞頁,パパイヤなどを加

えることもできる｡これらの諸材料の内で,

レモングラス,茸黄,タマ リン ド,唐辛子,

ココナツは買う必要はないが,残 りのものは

すべて定期市で買い求められる｡

ナムプリック(現住民は namchGkという)

は唐辛子,カピー,砂糖少量を混ぜてす りつ

ぶし,それにライム晃をしぼ りかけて作るO

写真20 祝宴 (kaan-kinliang)の折Lつ食事で献
立は米飯,ケ-ン,ヤム,そiuこ71:､-
の実などが見える｡

その他副食として付 されるものに,煮魚 (plaatom),干魚 (plaahEeng),塩魚 Lplaaken),

きざんだ生野菜 (yam),塩漬野菜 (phakd〇〇ng),家鴨 の卵の塩漬 (khaipet)などがあ り,

それにきゅうりなどの野菜や数種類の食用天然植物 (satoつ,buabok,phakchiiなど)が生の

まま食きれる｡いうまでもなく,魚類と卵の塩漬類は買い求められねばならない｢

食費支出は,いちがいにはいえないが,定期市での買物支出の 7-10割を占めるDが常であ

る｡もちろんその場合,子供たちのための菓子類の購入分も含まれるoひと月にi0-80,:-ソ
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が各世帯による食費支出の概算である｡

(2) 次に,衣類への支出がある｡ 男性の服装は,シャツとパー トゥソ (Phaathung)の組

み合わせが基本的であり,下着 と履物はつけない (ごく例外的に,ゴムぞうりやズック靴を履

くものがいるが,町に出る時や祭礼の折に限られる)｡ 女性の服装は, 同じくブラウス様のシ

ャツとパー トゥソの組み合わせがふつうで,下着ほ乳あてを着用するだけである｡パ- トゥソ

ほ定期市にて20-35バーツ程度のものを求めうるが, 普段着に 2着, 水あび (apnam)用に

1着,礼拝 ･儀礼用に1着あればよく,しかも一度求めると長期間は買わなくてもよい｡女性

の上シャツは,ふつう村内の仕立師に依頼して作らせる｡仕立賃は 5- 6バーツである,ふつ

う1人の女性は2-3着もっているだけで,頻繁に作らせるわけではない｡その他,礼拝用の

上着ゃ, 女性の場合は礼拝用の白衣や礼装用のスカーフ (phaahom)が不可欠であるが,い

ずれにせよ,衣額-の支出は,月単位では計算できない性質のものであるO

装身具としてほ,既婚女性は金製のイア 1)ソグ,首飾 り,ベル トなどを着用する.おおむね

結婚の時の婿資金で買ったものである,男性は,装身具を必要 としないが,ただ腕時計 とサソ

グラスを求めたがる気取が強 く,すでに 203世帯を調べてみると,その32軒に腕時計があ り,

20人の男がサングラスを所有しているo

(3) 次に,その他の生活必需品のための支出があるOまず,通常,各世帯が 日常生活を営

むためにひと通 り備えねばならない品目を考えてみると,食器および料理用具として,王法鄭び

写真21 富裕な世帯の典型的な屋内風景｡床にし
く敷物を織っている主婦｡

きの皿,ボール類 とアルマイ トの匙,杓子,

それをこなべと包丁もしくはナイフ,かご ･ざ

る叛がまず必要であるoかご ･ざる類などか

っては自家製を用いたが,現在では定期市で

求める傾向が強まっている｡その他,儀式用

の各種の容器 (khan)も不可欠である｡寝具

としてほ枕 (m〇〇n)があればよい｡ 床の上

にはアタップ (ニッパ郁子の菓 caak)で編

んだマッ ト (sda)を敷 くが, これは各家と

も女性が手で編んでつ くる｡夜間の照明には

簡単な燈油ランプを用いるが,ランプはアル ミ製で1-2バーツで入手でき,燈油もひと月に

1バーツしか消費しない｡14)

その他の小間物は,たいてい村の中央部にある店で求めることができる｡店に並んでいる品

目とおおよその値段を表21に掲げる｡

14)限られたごく少数の世帯には,引き戸のついた戸棚や蚊帳が備わっているが,まだ例外的である｡
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最近の顕著斥傾向として,耐久消費財 という

べ き品 目の所有が増えているのが気付かれる｡

表22は , ここで調査対象 としている203世帯が

ミシン, 自転車, 時計 (腕時計を除 く),腕時

計,ラジオを どれだけ所有 しているかを調べた

ものであるo これ らL7)物品が村に顕著に入 りだ

したのは10年前以降 と判断できる｡15)

村民の生活にな くてはならぬ耐久消費財の一

つに, ラテックスを板状に圧延するための器械

(ビセン)がある｡ 203世帯中,16世帯のみが

これを備え,いちばん古 くは50年前に買ったも

のをまだ使用 している｡ゴムを有する世帯でビ

セソを有 しないところは,後に述べ るように,

い くぱ くかの使用料を支払って,他家のものを

用いな くてはならない｡ 1台 1,000/ミーツする

た め, 3-4世帯で代金を分担 しあって1台買

品

塩

砂

乾

練

魚

魚

家

表21 村の小間物店の販売物品リスト
(単価単位 :/i-ツ)

目

魚

糖

義価早

1.25 水

3.50 食 器 磨

め ん 3.50 マ ッ

乳 4.00

缶 詰 3.00
ンラ

鉛

目 単価

筒

き

チ

プ

20.00

3.00

2.50

1.00

筆 0.50

醤 1.00 ノ ト 0.50

鴨 卵 0.50 き ざ み 煙 草 3.00

にんに く塩 漬 1.25 熱 さ ま し 薬 :0.50
ソ ー ダ 水 1.00 ラ イ タ 一 石 0.25

御

石

歯

髪

シ

髪

く

ボ

白 粉 1.00 ラ イ タ ー 油 1.50

鹸 3.00 傘 9.00

ぶ ら し 1.00 人 形 1.00

洗

ソヤ

タ

糸

粉 1.00 包 装 用 紙 0.50

l
油

し

ソ

プ 0.50 石 灰 3.50

0.50 ラテ ックス容器 4.00

1.00 カ ー ウ ヤ ム ･-

3.00 か

さ じ 1.50

氷き

茶

い求めた例もみる〔

それか らもうーっ, "khanom ciin" とい う麺類 (村の宗教関係の儀礼に不可欠である)を

作 る器械 ｢カボー ,7･カノムチ-ン (krab〇〇kkhanomciin)｣がやは り大切な耐久消費財であ

る｡ 1台 300バーツするが,24世帯が これを所有するのみで,他の家は, ビセソ同様,その24

表22 ド-ン･キレクにおける耐久消費財所有デ-メ

自 転

ラ ジ･

悼

腕 時

ビ セ

A) 品巨摘 LjTTff右統計

自 主T･有 な

計

し

9

7

2

8

4

6

5

6

一〇
7

1

1

1

1

1

3

8

(ソ】
6

(ソ】
3

2

3

11

草

オ

計

計

ン

注 1) 全203世帯中13世帯については調査でき
なかった ｡

2) 表中には掲げなかったが,ミシン所有の
度合を第 1および第 5撃た藩の計119世帯
について調べてみると, 所有10, なし
105,不詳4という結果を得た｡

B) 所有品目数 (Aの5品目の内)別統計

0
l

り
】
3

4

13

9

8

｢⊥
0

0

2

3

rJ
6

3

2

1

1

1

lへ∪
3

9

9

9

4

9

3

5

9

4

0

6

2

3

1⊥

100.0

15)ミシンが ドーン･キレクに初めてはいったのは17年前であり,自転車も同じく17年前である｡時計は25
年前に最初の一つが村に入っており,15年前に三つ目が入っている｡最初のラジオはそろって7年前で
｣,_Y
とりJE)0

475



東南アジア研究 8巻 4号

世帯のいずれかで借 りなければならない｡ これらの耐久消費財は,ことごとく-ジャイ市で買

い求められる｡

(4) 次に教育支出がある｡ ド-ン ･キレクでは初等教育 (pratom saksaa) より上の公的

教育施設に学ぶものはいない｡初等教育は4年制 (調査当時)の ド-ン ･キレク初等学校で行

なわれ,村から約 140名の児童が,他の三つの仏教部落から来る児童と共学しているO鉛筆と

ノ- トなど学用品購入費と通学用の服装 (シャツとスカ- ト,半ズボン等)に多少の費用がか

かる｡この他,ムス リム部落である ドーン ･キ レクでは,教育支出として,あと二つの支出を

考えてお く必要がある｡一つは,初等教育をおえた子供たちに宗教教育を施す慣行があ り (辛

業生全部がこれを受けるとほ限らない), 村の小祈藤堂 (balai)の一つを利用して, 1人の-

ジーが祈商の仕方やマレイ語教育を行なっているo現在約70名､の子供が学んでお り, 2-3年

学習を続ける｡ひと月の謝礼は5バーツである｡それともうーっ,遠隔地のポノに子供が留学

している場合には,そのために月に200-300バ-ツの支出が要る｡現在,42名のものが各地の

ポノに留学している｡

(5) 次に衛生支出がある｡ ドーン ･キレクの衛生状態は極度に悪 く,マラリア,肺結核,

熱帯性皮膚病,細菌性腸炎,眼病,各種寄生虫病など多 くの症状が得られる｡しかし,ここに

は病院も診療所もなく,近代医学の恩恵は及んでいない｡ 近代的な診療機関は,それぞれ15キ

ロ離れたソンクラー市および-ジャイ市に行かねば得られない｡ ドーン ･キレク住民は,心理

的な不適応の故にそれらの病院を忌避しがちであ り,村に伝統的に伝わっている治療法,すな

わち生薬 (yaatom)におよび祈蒔 (tham khro)を組み合わせた方法に依存しがちである｡

また,月に2-3度,他県より売薬を売 りに来 るし,また定期市にも薬屋が店をはるため,売

薬を求めるものも少なくない｡

伝統的な治療を行ないうる祈蒔師 (mつつtOm yaa)は村に2人いるが,いずれも生薬を各種

組み合わせた投薬に,呪文を併せて行なう約10種類余 りの治療法に習熟してお り16),1回の処

方に 5-100バーツの料金をとっている｡ アラビア語の呪文 (kaan-riakpit) と "yaakEE

phisung" と称する薬を用いて行なう, 毒蛇に噛まれた場合の対処療法がもっとも高 く,25-

100バ-ツであるO マラリア治療の場合は, ‥yaakegkhairっ〇ipeEt" と称する煎じ薬 と精

16)通常,以下の11種の病気にたいして投薬を行なうことができる｡これでもって,村民の有する病気につ
いての知識度が想像されうる｡ (1)熱 (khaithammadaa), (2)マラリア (khaipaa),(3)貧

血 ･卒中 (lom),(4)下痢 (ahiwaa),(5)疲労 ･だるさ (mdai),(6)痛み (cep),(7)血止め

(sen),(8)かゆみ (khan),(9)内臓全般 (phaainai),(10)無月経 (1natmailongmaa),(ll)
腫物 (buam,cam)｡生薬の材料は依頼があると森の中で探し,素焼の壷で処方し,バナナの葉でふた
をした上で,呪文 (パーリ語)を唱える｡代金は,決まっていず,患者のほうで適宜判断して手渡せば
よいCそして,もし完治した場合には,第6月の第1木曜日に感謝の意をこめて,料理や米などを持参

するしきたりである｡

民の中にも2-3名この能力を備えたものがいて,謝礼を得ている｡
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霊祈稿の組み合わせで10-25ノミ-ツが相場で

あるっ

売薬は,胃腸病 ･疲労回復 ･婦人病 ･眼病

などのためのものが好んで買われているが,

それぞれ lぴん 10-35バーツで 売 られてい

る｡

出産の世話は,やは り村に 1人いる産婆が

これを行なう〔 費用は命名料も含めて,初産

が100-150バ-ツ,その後は一律80バーツで

ある〔

写真22 精霊祈蒔師 (右端)によるマラリヤ患者
(左端)治療の光景｡

衛生支出の中に加えて考えていいものに,散髪 と石鹸の使用があるへ散髪は,伝統的には,

知人や家族に頼んでナイフで剃髪する (koon)凧習であったが,最近になって,中央釆落の足

の不 自由なある男 (前出)が 自宅の床下で散髪する (tatpl10m) ことを始めてからというも

の,その男あるいは定期市の安ごとにクアンヒソで店開きする散髪屋などを利用するものが増

え出している｡17) 石鹸を水浴びのときに用いることも,最近の流行であるっ

(61 次に,娯楽堵好品関係支出がある｡ ドーン ･キ レクのほとんどすべての成人男性は喫

煙 (､sutlpyaa)の習慣をもつ 〔きざみたばこ (～,aasen)を乾燥したニソバ郁子の葉 (ba主caak)

で手で巻いて吸 う｡市販の紙巻たばこ(burii)は時折気まぐれに買い求められる程度で,値段の

せいて敬遠 されている｡楼郁子を噛む習慣は,古い世代にいまだに日常的にみられるが,30代

以下の世代にはほとんどみられない〔飲酒の習慣は,イスラム法により禁 じられている (イマ

ムは25バーツの罰金を徴収することができる)が,時折,砂糖郁子 (tontaan)の樹液を発酵

させてつ くる梯子酒を買って のむものはいる( 郁子酒の密造も過去に例をみない わけではな

い(しかし,飲酒はやは りごく稀にしか行なわれない〔

断食明けの祝礼の日 (tambun〇〇kbuat)など,年中行事のうえで村民が終 日仕事を休んで

楽しむ日が 2-3日ある, 割礼年齢以上の男女は,三々五々町に出て,飲み食いに5-10バー

ツほどの小遣いをつかう習慣であるOまた定期市のとき,主婦たちは,市場の仮 t)小屋にはら

れた臨 時の茶店で1-2バ-ツの予算で氷や菓子または料理 (khaawyam など)を楽しむ｡

時には,仏教徒の祭 日に参加して,闘牛などを楽 しむこともあるっ闘牛と並んで開放と闘鶏も

村民は趣味 として愛好している｡賭け事は,昔, ド-./ ･キ レクで盛んであったが,現在のイ

マムが軟禁したため,少なくなっている,映画は,村もしくはクアンヒンで薬売 りが人集めの

ために行なうのを無料で楽しむ ことができる｡

17)203世帯の戸主に散髪をしてもらっているかどうかを問うた結果,39名 (19.2%)が剃髪せず,散髪の
みと答え,2名が時 散々髪すると答え,146名 (71.9%)が身近な他人に剃髪してもらうと答えた｡
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(7) 家計支出の最後の項 目は,以上の諸項 目には収まらない諸雑費である.これには,た

とえば他の家のビセソやカボ-ク･カノムチ-ソを借用するときの使用料 (ビセソほゴム1kg

につき25サタン,カボーク ･カノムチ-ンほ1回3バーツが相場)辛,米の脱穀賃 (20リッ ト

ル50サタン),猿にココ郁子をもいでもらう費用 (100個15バ-ツ)が含まれる｡その他,多 く

の謝礼支出が考えられる｡ 稲米儀礼 (たとえば米束ね "phuukkhaawHの儀式) の謝礼18)

(1回2バーツ), 精霊祈稿師に結婚の日合わせや家を建てる (yokbaan)吉 日選びをしても

らう費用 またその他の祈蒔 (病気に関係しない)をしてもらう費用 (1回5-10バーツ), ま

た土地の名儀変えや借用書の立会人としてカムナンや部落長に立ち会ってもらう謝礼 (当該件

案の金額の1割), また緊急に人手が欲しくなった時に 労働力を提供してもらう謝礼 (1日10

バIヅ),などがそれである,その他,定期市に行 く時,また町に出る時のバス賃 (2バーツ)

もここに含まれよう｡

2. 農 業 経 営 費

最後に,ごく簡単に農業経営関係で考えられる支出をみておこう｡この項 目の支出は,月単

位あるいは1年単位で考える限 りは,予想外に少ない｡

稲米,ゴム,果樹,野菜類を問わず,種苗の購入の事例はまったくみられない｡すべて自家

貯蔵になる在来種を反復して用いるからであるO 器具にしても,結婚により分岐して新世帯を

営むような場合は別として (このような場合には,鋤 ･鍬 ･なた ･翠の類を買い揃えねばなら

ないこともある), 数年に1度 ぐらい,古い道具の手製の及ばない部品を新品に買い換える必

要が生ずる程度である｡また,村民に現在買いたい農具は何かを訊ねてみても,旧来の農具に

代わる目新しい道具を求める解答はまったく得られず,その点で村民は,農業技術に関して,

いたって保守的であると考えられる｡

家畜の飼料のための支出もゼロである｡

従って,結局,農業関係の支出で注 目すべき項 目としては,第1に肥料への支出,第2に土

地の賃借,この二つにしぼって考えることができるo

肥料, 特に金肥の使用は最近目立って増えてきているO 金肥には, ソソクラーの輸入商人

から入手できる化学肥料 (puuiwithayasaat) とパタルソ県 から出荷される煽将の糞 (khii

khawsaison)および魚粉 (kreepkung一直訳すれば ｢えびの皮｣)がある,後二者は石油缶1

杯で4- 5バーツ程度であるが,化学肥料は相当に高 くつ く｡中央衆落の 104世帯について,

化学肥料の使用の有無を訊ねてみた結果,49軒 (47.1%)が現在使用中と答えた｡49軒をさら

に何種の作物に使用しているかを訊ねてみると,1種類が32軒,2種類が13軒,3種類が4軒

と,だいたい特定作物に集中的に用いていることがわかった｡化学肥料を用いる作物は,きゅ･

18)この儀式は,タイの米作地帯にあまねくみられるもので,通常 khuankhaawの儀式といわれる｡
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うりが圧倒的に多 く39世帯,すいかが12世帯,豆類が11世帯の順にな り,あととうもろこし,

きんまにも少数例ながら用いられているo虫融百の糞は,稲作にのみ用いられ,魚粉は,化学肥

料を用いない場合に,きゅうり,すいかなどに用いられる｡

第 2に,土地の賃借であるが, これについては,別 vj機会に詳説した19-のでここでは省略し

よう｡

Ⅳ 家計支出の諸局面 (2)- 公共的支出

ここで一般的消費を離れて,公共的支出のほうをみてみよう〔公共的義務 として忌:rLiLえな

い支出項 目のなかには, (1)税金, (2)ザカー ト, (3)その他の公共支出,の三つJj大

きな項 目が考えられよう〔

まず税金であるが,ドーン ･キレク村民が納付する税種は地方開発税(paasiibamrLlnthoon-

thii) である〔 土地を保有するものは,県の委員会の決める課税基準に従って毎年 この税を納

付 しな くてほならないが, ド-ン ･キレクでの税額査定は,宅地はいっさい課税 されず,水田

2.5バーツ,Suan地 5バーツという基準によっ

てなされている｡20) 表23は,203世帯を納税額

別にわけたものである｡ ｢納税せず｣の該当者

表23 ドーン･キ7/ク村民の納税祈

納 税 節 (バーツ〕 件 数

が少な くないが,こjuまおおむね,結婚により

分岐したばか りの新世帯で,土地の分割相続を

まだ受けていないケースであ り,そのほか複婿

で第二妻が土地を有しながら納税は夫に行なわ

せているケースなどが含 まれる｡ 最高納税額は

199バ-ツ,次いで170バーツがそれぞれ 1例ず

つあ り105バーツの 5例がそれに続いているo

村全体 としての納税平均額は47バーツである｡
鍋

次にザカー トであるoこれは現地民の通念で 不

は 2種にわけて考えられている,一つは狭義の

1/一- 9

10- 19

20/-ノ29

30- 39

40/･- 49

50- 59

60/- 69

70′-,79

80/-89
90へ.99

100以上

税 せ ず

一-三と
LJi-

計

/;ム
C

J

r/j
C.L
1

1

1

1

1

1

i-

t
-
り

】

rJ
.I..0
8

1⊥
l

L

/

4

nU
L〇

L〇

ザカ- ト (Zakat)であ り, もう一つはザカー

I.フイ トロ (Zakatfitro,フイ トロと略称 されうる)である｡21)

19)本誌 4巻5号所載の拙稿 ｢南タイの土地所有｣pp.22-23参照｡
20)査定基準をより正確にいうと,宅地および家畜飼育のための土地は5ライまては無税であり,sILlan地

も,作物を植えたばかりで収益をもたらさない土地は2.50バーツと査定される｡

21)ThomasM.Frayser,Jr.,Rusembilan-A MalayFishingVillage,p.156にはザカートについて‥On
thetwenty-seventhdayofRamadan,thezakatpitrahiscollected.Thiszakatistheonh-one

leviedduringtheyearatRusembilan,..." という記録があるだけであるが, フレイザ-の調査が
周到な注意のもとに行なわれたかどうかには,多分に疑問を禁じえない｡
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ザカー トは,これが また村民の通念上 2種にわけられる｡すなわち毎年の稲作収量の1割を

納付するザカー ト･カーウ (zakatkhaaw)と, 1年間貯金を続けた場合にその金額の2.5%

をイマムに提供するザカ- Tl･ビア (Zakatbia)の2種である｡ザカ- ト･カ-ウは,毎年 4

月,稲刈 り終了後にイマムの自宅に持参されるか,もしくはイマムの妻が村中の各戸を訪問し

て受け取 らればならないO米の収量の計算単位は リアソ 22)であるoイマムは,世帯主の行なう

収量の申告を全面的に信用しな くてほならない｡ ザカー ト納入を免除される免税基準は1,000

リアンである,しかし,ザカー ト免除は絶対的な規則ではなく,たとえ 1,000リアン以下の収

量しかみない世帯でも収量の1割を納付することは歓迎される｡ ザカー ト･ビアもはば同様の

方法で徴収 されるoザカ- ト･ビアには免税基準は考えられていないo

イマムが集めたザカ- トは,イマム個人に帰属し,イマムはこれを家族で消費し,あるいは

市場で売って現金収入を得ることもできる｡タイ国全体 としてのイスラム教団組織は公的には

存在しても,政府の宗教政策をムス リム諸村落に伝達する内務省管轄の組級でしかなく,ザカ

ー トを集め,再分配する機能は果たしえず,従って,後に述べるフイ トロと同様,ザカ- トを

徴収しかつ処分するのは各村落のイマムの任務である｡ ドーソ ･キレクのイマムは,米作を行

なわず,ザカー ト･カーサに依存して生活しているo

ザカー ト･カ-ウのもう一つの施与対象として,各地のポノの教師 (to-khruu)がある｡ ド

-ソ ･キレクには,およそ12名の教師が 6-8月に思い思いに日を違えてザカ- トを求めて各

地から訪れる.教師が来る日時は,金曜 日の集団祈稀の際にあらかじめ村民に通告されるO教

師へのザカー トの量は1世帯10リアソ以下,通常は2-5リアンでいいが,免除の規則はなく,

写真23 ザカート･フィトロ納付の光景｡左端の
自帽の男がイマムである｡断食月の第27

日の夕刻から翌朝にかけて,イマムは徹

夜しなくてほならない｡

はば全世帯が施与を拒むことはできない｡イ

マムも水田耕作をなす限 り支払いを免れない｡

ザカー Tl･フイ トロのほうは,イスラム法

上定められた特定対象に施与されるザカー ト

と観念される｡ ドーン ･キレクのイマムは,

フイ トロの施与対象として,次の8範略をあ

げたo

1) ムス リムに改宗した仏教徒

2) 貧困なるもの

3) ポノの学生

4) 宗教のために戦争に従軍したもの

22)リアソ (rian)は,南タイの米作地帯で広く用いられている単位である｡リアンの文字通りの意味は1
東にくくった稲穂のことであり,収量計算のためには,1リアン 1kgと換算する習慣である｡また20
リアンをまとめて1チャン (chang)という単位で数えることもある｡
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5) 遠い土地 より訪れたムス リム

6) 自らを他人に売った奴隷

7) 宗教のために負債を負うたもの

8) 徴税人

このうち ド-ン ･キ レクに現存する範腿は,1) と 2)と 3)の3種である｡23) 1) の ｢ムス

リムに改宗した仏教徒｣は村全体 としては8世帯を数えるが,そのうちわずか 1世帯 しか施与

の対象と考えられていない, その理由は, 他の 7世帯は祈宿 (mayan)の義務を 守 らないか

ら,とされている｡ 2) の ｢貧困なるものに｣適合するものは,土地等を まった く有せず,他

家の労働を手伝って手間賃を得て生計をたてている男ただ 1人である(

ザカ- ト･フイ トロの徴収は, 断食月の第27日の朝から第28日の朝にかけて, 中央衆落の

マサジッ トおよびその他の衆落のバライ (小所蔵堂)において マサジッ ト委員 (kammakaan

matsajit)に よって行なわれるO これは一つの儀礼として厳密なル-ルに従って行なわれる｡

通常のザカー トと違い, ザカー ト･フイ トロは脱穀ずみの白米 (khaaw saan)で納付 されね

ばならない｡納付量は3バーツ相当の米であ り,金納も許されるOザカー ト･フイ トロも,柄

付の免除は原則 として許 されず,ほ とんどすべ

ての世帯が これを納入する｡

ところで, このようなザカー トの諸規則に従

って, ドーン ･キレクの住民がどれだけのザカ

ー トを納めているかを簡単にみてお こう｡まず

ザカー ト･カーウであるが,1965年度の納付量

を 203世帯について調べたものが表24である 一

全体の約47%強がザカー ト支払いを免れている

計算になるO

ザカー ト･ビアは,毎年,わずかお よそ20世

帯 (ドーン ･キ レクの全世帯数は 293)が これ

を納めるだけであるO納入額は,従来の例では

20バーツが最高祝である｡イマムの判断では,

すべての家で多少 とも貯金がなされているはず

であるが,支払いを強制することはできないと

いう〔

表24 1965年度のザカート･カーウ納付高統計

(単位 :リアソ)

ザカート納付高 件 数 納付高集計 比率 (%)
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満

上

兼
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00
以

0

1

1

1

1

1

1

1

1

l

1
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0

0

1

5 380

34 3,400

2 220

17 2,040

/ 510

4 560

22 3,300 48.8

1 160

0 0

1 180

0 0

5 1,000

1 270

Tr

TZ･

9ず

詳

せ秤納

不

計 203

0 47.8

3.4

100.0

23)8)の徴税人 (khonamen)紘, もし県の ムスリム委員会がザカートをまとめる機能を果たすとすれ
ば,県から集めに来る人間がそれに該当するはずだが,タイ国ではそういう施与税統合機能を果たす機

構はないので,この範晴の該当者はいないと考えられる｡
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ザカー トの検討をこれで終わ り,第 3にその他の公共支出をみてみようOこれは,住民が ド

ーン ･キ レク社会の成員として,公共的事由から支払わねばならない諸種の支出である｡宗教

関係の公共建造物の維持管理のための費用は毎年徴収 される｡時には,マサジッ Tlや小祈磁堂

の改修を要する場合には,各戸あた り100バーツ以上の支出が求められることもある｡これに

類する支出としては,墓地 (kubo)の維持 ･管理の費用がある｡ 宗教に関係しない公共支出と

してほ,たとえば県衛生局の指導によって,井戸や便所の改善が求められる場合など新式の設

備に費用がかかるし,人 口調査や土地保有調査などが行なわれるときにも,調査を直接担当す

る村の世話役が事務費として, 1戸 2バーツ程度の支出を求めることもある｡ また, 村内の

ある溝に橋をかけるために, 1戸当 り4- 5バーツの支出が求められた例もみる.いずれにせ

よ,この種の公共支出の項 目は年々確定的に決まっているわけではなく,必要に応じてその都

度村民に課 されるのである,しかも,村民は,宗教的公共支出と違って,この種の支出を強制

的なものとは考えない｡24)

表25は, ド-ソ ･キレクの第 1,第 5の2衆落計 119世帯の全世帯に, 1年間に現金とザカ

- ト以外に公共 目的で支出する概算金額を問うた結果であるO だいたい,100-200バ-ツの支

出を各世帯 とも年々予定 しなくてほならないことがこの裏から推定されようO

表25 公共目的支出額統計
(税金 ･ザカ-トを除く)

不

1- 49

50

51.--99

100

101-199

200

300

500

計

詳

4

9

2

2

7

2

7

1

5

1

1

.4

1⊥
l

119

写真24 祝宴にはタンブソとして米を持参して参
加しなくてほならない｡米を入れるほう
ろうびきの容器は各世帯に不可欠であ
る｡

公共支出の一部に 含めて考えるべき もう一つの支出項 目に, 儀式参加の都度に 支払われる

｢タンブソ (tambun)｣がある｡ かつては,たとえば結婚式の祝宴 (kaan-kinliang)等に参加

するときは,精米を持参するのが正統な風習であったが,最近では金納化の傾向が顕著に強ま

24)俗に新興諸国といわれる前近代的社会において,人びとの宗教のための支出が家計のなかで占める比
率がどれだけであるかはよく話題になる事柄である｡よく語られることは,その比率が異常に高くて,
そのために国家近代化-の有効な投資が阻害されるということである｡しかし,ドーン･キレクにおい

てほ,ふつう家計支出車に通常の宗教的支出が占める比率はおよそ10%程度でしかない｡メッカ巡礼等
の目的である期間なされる貯蓄を含めて考えてみても,20%を越えることはない｡
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ってきていて, 3-10バ-ツを ｢タンブソ｣ として手渡すことが多 くなっている (筆者の観察

したある祝宴の例では,祝宴終了後その家に ｢タンブソ｣ として施 された総費を計算 してみた

ら,およそ現金 400バーツ,米 200リッ トルであった)o 葬式, それにメッカ巡 礼cc)資金集め

のための招宴など, ｢タンブン｣を拒む ことのできない機会は頻繁にあるっ ド-ソ ･キ -,ク以

外のイスラム村落の儀礼のために ｢タンブソ｣が求められることも少な くない(もし比較的近

い親類のものが メッカ巡礼を思いたったときには, ｢タンブン｣の額は200-300バーツにはね

あがることになる｡

消費態様の検討はこの くらいにして, ここで貯蓄 (kaan-keptangもしくは bia)のなされ

方をみてみよう｡定期市での収支の態様が暗示するように,貯蓄は多 くの世帯において行なわ

れている｡貯蓄は,それ 自体が 目的となることはな く,必ず具体的な大量支出の目標を二予定 し

て行なわれる｡25)村民のもつ 目的意識は,いたって具体的であ り,いたって強固である-

大 口の現金支出が必要 となる機会にはい くつか考えられるっ第 1に,家の新築 ･改築がある｡

これには,屋内に部屋を新造する場合 も含めて考えていいo部屋を新 造するのに最低 2,000バ

ーツ,家の新築になれば20,000,I-ツ程度の支出を予定 しな くてはならない｡第 2に.土地Jj購

入がある｡もはや ドーン ･キ レクの周辺に喪主の無断耕作可能な土地を求めることはてきず,

土地は値段を生 じ,かな り高い相場をみせている｡ 最近の土地譲渡の実例では, 1ライ2,000

メ-ツで取引きがなされた例をみる｡近年では村内での土地の売買は激減し,土地購入は,お

おむね遠隔地における未開墾地を対象 とする場合に限 られている｡

第3に,牛の購入がある｡祝宴 (kaan-kinliang)の機会に殺す 目的以外にも,水[副耳作の

ためもしくは蓄財の 目的で,売 りの希望がある場合に, 1-3頭程度の牛の取引きは日常的に

行なわれる｡ 1頭500-900バーツの見当で売 り買いがなされる｢

第 4に,イスラム特有の儀礼のための費用準備がある｡たとえば,もしメッカ巡礼を予定す

れば,どうしても, 1人6,000-7,000バ-ツは自己準備金 として貯金しな くてはならない - ま

た, 婚礼の場合, もし正式に, 家入 りの儀式などを伴 う祝宴を行なうとすれば, 婿資金以外

に 2,000-5,000バ-ツの一時支出が必要 となるO か りに 祝宴を行なわず略式の ｢ニ7u1)みの

結婚｣で済 ますとしても,婿資金の支払いを拒む ことはできないO 婿資金は,初婚で2,000-

3,500バーツ,再婚でも最低 1,000バーツは必要である｡ その他割礼26)など,ムス l)ムJjライ

フ ･サイクル上の重要な儀礼も,一時に多額の支出が必要な機会とな りうる,

25)貯蓄を行なう目的意識の基底にあるものが,子孫-の遺贈を増やすとか,家格を高めるとかいう意識で
はなく,当人の生活上の利害につながる具体的な目標実現の意欲であることは留意すべきであろう｡

26)南タイの害押し儀式にはユニークな風習がみられる｡同じ年に割礼を受ける子供のうち,もっとも富硲な
世帯に属するものの家が執刀の場所となり,同時に祝宴いっさいの費用がその世帯の負担となるC他の

子供の世帯は,執刀費用だけを負担する｡筆者の観察した例では,ある家が7,000バーツを負担しなく
てほならなかった｡この割礼の折のいわば ｢スポンサー｣制度は注目に値する｡
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第 5に,精米所開設やバスの購入などを目論む場合にも,当然に10,000バーツ前後の支出を

予定しなくてはならない｡第6に,例外的に生じうる大量支出の機会 として,他人への現状回

復の損害賠償あるいは法律上の事由による公権力にたいする罰金支払いなどがあ りうる｡27)

ドーン ･キレク住民は,これらの諸機会にどう対処しているのだろうか,まず,203世帯の

世帯主に,大量の金を緊急に調達する方法を訊ねてみたところ,表26のような解答を得た｡牛

の売却が圧倒的に高い比率を示したが,牛 1頭
表26 大量の現金を一時に調達する方法

(面接者数 :189名)

調 達 方 法 ㌢解

を

と

ム

ム

牛

ゴ

ゴ

を

売 る

売 る

牛 を 売 る

大 工 仕 事 を す る

わ か ら な い

計

答

…
9
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…
8
一
｢⊥

4

8

1

2

4

.
9

数

の相場は,500-800バ-ツであって,ある程度

の金額は調達できても多額の現金をこれだけで

調達することはできない｡

そこで当然に,借金が頻繁に行なわれている

ことが推定 されるO事実,調査時において土地

を抵当 (camnan)に他人から かねを借 りてい

るものは, 明らかにしえたものだけでも,203

世帯中19世帯を数えた｡6ライで3,000バーツ

借 りている例,4ライで5,000バーツの例,3ライで1,500バーツの例, 1/2ライで500バ-

ツの例をそれぞれ 1例数えるほかは,たいてい,1-1%ライを抵当に1,000-2,000バ-ツが

借 りられている,28) 借用年限は2-3年がふつうである｡ 抵当が設定される土地は, 水田か

suan地か一概には決まらない. また抵当面積 と借用金硫とが比例するものでもなく,土地の

条件および貸借がなされる人間関係いかんで柔軟に決められている｡

貸借関係は, 主 として ド-ソ ･キ レク内部で成立する｡ 上記19世帯中14例までは村内であ

るO血縁関係同志に成立することが多 く,それもきょうだい間が多い｡残る2例が隣接仏教部

落の農民とのあいだに成立している｡特定少数の富裕な世帯に集中する傾向はない｡単一人が

同時に複数の貸借関係をつ くる例はあ りうる｡これらの貸借関係においては,金額が大きな額

におよぶときは別として,借金のときに抵当の証拠に土地証書 (S〇〇khっ〇1)が貸し主に手渡

される必要はない｡通常は,部落長など信用ある第三者の許で貸借の条件を記した証書が作ら

れ,それに署名するだけで十分である｡この手続きも略され,口頭での確認だけで行なわれる

ことが多い｡返済が約束通 り行なわれえなかった場合にのみ,土地証書の手渡しを請求でき,

その名儀書きかえが可能になるo抵当流れによる土地喪失の例は少なくない0

27)損害賠償が問題になる実例としてほ,森を開墾中に薮を焼き払っていたところ隣接する他人のゴム林に
飛び火し,焼いてしまったケ-ス,未婚女性を暴行したケース,牛が他人の水田の未熟な稲や豆を食っ

てしまったケースなどの例をみた｡罰金支払いの例では,銃砲不法所持の例がよくみられる｡それで手
数料など一切を含め,620バーツ徴収された例をみる｡

28)その他,金製の装身具 (首飾り,ベルト,指輪など)を担保とする小口の貸借の事例を見る｡牛は担保
物件になりえない｡
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これらの長期 ･無利子の抵当貸しとは別に,仏教徒高利貸しから借 りるごく短期の借金の実

例も少なくない,この場合には,高利貸しの用意するノ- トに金龍等記入のうえ署名するだけ

でいいが,高利貸しから借 りる場合, 利子 (dっ〇kbia)を付して返済しなくてはならず, 従っ

て借 り出し額も少なく,通常200-500バ-ツの幅におさまり,借 りる期限も2-3カ月レ)場合

が多いo利子は,かな り高利で月利 5分から1割に及ぶO

このような牛の売却や借金はごく緊急な事態において行なわれると考えられ,通常は,具体

的な目標があればそれ相応の貯金が行なわれる｡村民の通念では, ｢10,000バ-ツ貯めるには

牛 とゴムとを売るとして 5年はかかるとみる｣ とされている,

貯金 といっても銀行の利用度は皆無に等しい｡その原因の一つは,無知である(203の世帯

主 (内13名は面接不能におおった) に ｢銀行 (thanakaan)｣ という言葉の説明をさせてみた

ところ,銀行のしくみを熟知していると判断されたもの2名,いちおう常識的な定義をなしえ

たもの95名,不完全な定義を下したもの22名,誤った解答をなしたもの1名,その言葉の意味

を解しえないもの70名,という結果を得た｡36%強が ｢銀行｣ という言葉についての無知を示

した事実は興味深い｡しかし,銀行利用度が低いもう一つの原因は,利子を禁忌とするイスラ

ム的風習に求められよう｡ 銀行預金は利殖 目的の営利行為であると判断され,これは宗教上の

罪 (baap)と見なされる｡ところが, ドーン ･キレク住民が絶対に銀行を利用しないわけでは

なく,少なくとも3名のものがこれまで銀行預金の経験をもっている｡その内の1名は,かつ

て7,000バ-ツを預金 したが,引き出すときに利子の受け取 りを拒んで元金のみ受け取ってい

る｡残る2名も銀行を盗難防止の目的で利用している｡いずれにせよ,, ドーン ･キレク村民

が銀行 となじむに至る過程には,まだ多 くの障害が残されているといえよう｡協同組合制度も

この地域には及んでいない｡

そこで, ド-ン ･キレクでの貯金は,自宅のもっとも安全 と考えられる場所に現金を隠す,

という形で行なわれるo手持ち金庫はあまり普及しないっなぜなら,金庫自体高価なうえ,金

庫ごと盗 まれる可能性が少なくないからであるOそこで,ふつうは竹の筒あるいは紙箱に入れ

た り布でつつんだ りして,高 く積んである稲穂の下に隠す方法が好まれる｡時には,天井の梁

の上にも隠される｡それでも,盗難からは免れることはできない｡29)

最後に,家計支出については,収入と支出との対応関係すなわち両者のバランスの確保を考

える課題が残されている｡しかし,この間題は,別の機会に, ドーン ･キレクにおける階層区

分を論ずる折に, くわしく触れることにして,本稿では断念したい｡

29)ふつう市場などに携帯する現金は20バ-ツが最高である｡男性の場合シャツのポケット,女性の場合乳
あてに所持する｡子供が現金をつかう習慣をしつけられるのは,初等学校に入る直前頃からであり,50

サターンを与え,買食いを許す形で行なわれる｡子供が現金を紛失した場合には,口頭で厳しい叱責が
なされ,しばらくの間は現金をいっさい与えない｡
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おありに- ｢南タイの豊かさ｣の神話性について

以上で,ひと通 りドーン ･キレクを素材にして,南タイの農村経済における定期市の役割と

家計の基本的構成 とを素描しえたことになる｡

定期市現象は,一言でいうなれば,コミュニケ-ショソの発達が社会の諸関係を変容させる

一つの例である｡ しかし,同時に,定期市がいったん農民の経済生活に定着化したあとでは,

定期市それ自体が社会の変容の契機として大きな役割を果たすのである｡ その役割 りは,少な

くとも二面的である｡すなわち,定期市は,一面において,外部世界の文化や噂好を従来それ

と無縁であった農村にまで伝達する｡他方,農村は,それによってより上位の市場関係あるい

は流通機構と,従来 とは比べものにならぬ大きな規模で結びつけられもする｡

この点を,より微視的にみてみるならば,定期市と関わ りをもった農村においては,少なく

とも≡局面において多大な経済的影響を免れることはできない｡第 1に,いうまでもなく,貨

幣経済の浸透度はにわかに深まる｡すなわち,農民の経済的生活様式は,定期市の存在を前提

としたものに変わらざるを得ず,農業生産上の諸傾向および消費生活の態様は急テンポで変化

する｡ 第 2に,商品価値をもった作物品目が変わってくるため,suan地 (畑地 ･林地)の保

有度の多寡が重大な問題になる｡従って,ほては,わずかな規模の水田しか保有しない世帯が

水田を畑地に切 り換えた り,遠隔地に危険を冒して無断耕作が求められた りする傾向まで生ず

るのである｡ 第3に,かつて貧富をわけた社会的諸条件が大きく変わってしまい,新興の富裕

階層が生ずることにもなる｡たとえば,果樹を多種多様に保有するものは,かつてとは比較に

ならぬほど富裕化するであろうし,また土地を有せぬために仲買人になるもの,あるいは定期

市 まで村民を運ぶ小型バスを運転するものなどほ,かえってかなり早期に富裕になりうるので

ある｡かつての富の条件はいうまでもなく水田であ りゴム林であったが,この条件が今後いつ

までも富を約束するかは疑問であろう｡

定期市経済は,農民生活に新たな発展の可能性をもたらし,同時にまたある種の危険をもも

たらしたといえよう｡ まず, 定期市経済のもたらす危険は少なくない｡ 先にも指摘したよう

に,定期市はたいそう効率的に仲買活動を行なえる場 ともなったわけだが,仲買人の ｢買い｣

が従来から秘めていたある種の問題性が,いまやより大きな形で農民の ｢売 り｣に及ぶことに

なったのである｡仲買人の買い値は必ずしも合理的に計算されたものでなく,多 くのマージン

を見越して一方的 ･悪意的に農民に押しつけられうる性格のものである｡農民の側には,農業

経営とはいってもそこに資本投下 ･資本回収 という合理的意識はさらさらなく,日々の生活の

糧を得る意識だけしかなく,そこでかな り大きな価格下落をも甘受する傾向が強い｡農民の側

にあるこの前近代的な構造の ｢柔軟さ｣が仲買人の活動を益することはいうまでもない｡定期

市がこの悪循環を断つと考えるのは楽天的にすぎる｡
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仲買活動に付きもののこの種の不条理にある程度の健全 さを与えている要因は,一つは仲買

人の問にあるシビアな競争であ り,もう一つは,商品にたいする需要vj安定であるっこれにも

うーっ付け加えるたらこ雲,農民が定期市およびそこで働 く仲買人を介さずに直接都市部の商人

の許まで産品を運ぶ 桂力を備えることであろうO この三要因が 効果的に働 く限 り, 仲買人の

｢買い｣ につきまとう不条理はかなり抑制されるのであるっ

いずれにせよ,定期市現象は,農民が生活水準を安定的に維持向上させるために,多 くの新

たな ｢能力｣を備えねこ雲ならなくなった事実をも暗示するのである｡第 1に,土地の生産性を

高めうる能力｡現金収入を安定的に確保するためには,ゴム,コ コナ ツ, きんま葉等にのみ依

存する単品型の零細な型から多角的な農業経営に切 り換えることは望ましいっ第2に,定期市

のみならず郡市市場をも効果的に利用する能力,第3に,晶質および供給力における競争に勝

ち抜 く能力O第4には,情報を重視し,情報を巧みに捕捉活用する能力などっ第 5に,ごく基

本的な経済的知識およここ常識の習得｡これらの能力は,それぞれ反面にある種の危険を秘めて

はいても,基本的にはいずれも農民の福祉につながる性質のものであるといえるっこれらの能

力を体得する方向に進 まぬ限 り,南タイ農民は,定期市経済が助長する貨幣経済の浸透に,長

期にわたって対応することは望めないであろう〔

ところで,タイ国の諸地域を比較して,東北部の貧困を語 り,南部の豊かさを語ることが常

識化している,南部タイがタイでもっとも豊かな地域であるという判断には,確かに一両の真

理は認めねばなるまいっすなわち,米作を自給 自足 目的で行ない,その他野菜 ･魚 ･肉等もい

ちおう自給自足できる条件に恵まれていて,生活の最低水準を常に確保している点は見逃せな

い ｡ その他,ゴム,諸穐D郁子など換金作物を多様に有している事実も無視できないっその限

りでは,確かに南 タイ農民の生活は基本的には

満たされているO

しかしながら,別の面 では,南 タイの豊かさ

は,過度に誇張されていると判断されうる,圧

倒E'和こゴムに依存する南タイ経済は,ゴム価格

の下落に直面して,大きな転換を強いられてす

らいる∴膏タイのゴム生産の特徴は,生産単位

の零細性 と産品品質の劣悪性に求められる.表

27は,1965年のゴム出荷期 (7月～12月)中に

-ジャイ市から出荷 されLたゴムの総出荷量を晶

表27 -ジャイ市場からのゴム出荷量
(品質等級別)(期間 :1965年 7月～12月)
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綬

級

級

級

級
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0

18,1∠1,i

255,514

2,722,502

439,236

127,123

125.515

3,673,03∠皇

0

lD

9

1

9

5

1

0

0

6

4

｢1
3

3

【/
｢⊥

100.0

質等級別にわけたもの30)であるが,この裏から南タイに産するゴムの相対的な低晶質性が読み

30)ソンクラー県庁農務局の Th∂atSuwannadit氏提供になるデ-タ｡
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とれるだろう｡ゴムを離れて考えてみても,南タイの特徴は, suan地利用の零細性であり,

suan地利用の原始性なのである｡ これらが今後公的な指導啓蒙と農民の学習能力の進歩によ

って,いくらかでも改善されない限 り, ｢南タイの豊かさ｣はこれからますます実質的裏付け

を失い,いたずらに神話化することであろう｡特に,土地保有が問題を呈する段階においてほ

南タイが逆にタイの最後進地域にならないとも限らないのである｡

定期市現象の歴史はまだ浅い｡ ドーン ･キレク住民が定期市となじんだのも,まだわずか過

去20年のことなのである｡定期市一般がどのような将来性をもっているかについては,南タイ

の諸官庁の識者のあいだでも意見はわかれている｡ 二つの見解が 対立している｡一つの見解

紘,定期市を都市と農村とをつなぐ結節点として今後とも有効とみる｡もう一つの見方による

と,今後コミュニケーションの発達によって,農村は別の経路で都市と直結されて,定期市は

役割を失うとみる｡ いずれの見方が正しいかは,今後の歴史をあと少なくとも25年は眺め続け

ることによって判定できるだろう｡南タイにおける定期市現象を今後長期にフォローする努力

紘,筆者個人の課題に留まるべきではなく,タイの経済機構に関心あるものすべての共通の課

題にならなくてはならない｡
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